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｢
平
成
十
八
年
度
決
算｣

が
、

九
月
市
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～新「中野市」がスタートして、２年目の決算です～

算
平成 18 年度

決
　
平
成
十
八
年
度
の
国
内
経
済
は
、

企
業
部
門
の
好
調
さ
が
雇
用
・
所

得
環
境
の
改
善
を
通
じ
て
家
計
部

門
へ
波
及
し
、
景
気
は
消
費
に
弱

さ
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
民
間
需

要
中
心
の
回
復
が
続
い
て
き
ま
し

た
。

　
日
本
政
府
は
、「
平
成
十
八
年

度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運

営
の
基
本
的
態
度
」の
中
で
、『「
改

革
な
く
し
て
成
長
な
し
」、「
民
間

に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」、「
地

方
に
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と

の
方
針
の
も
と
、
小
さ
く
て
効
率

的
な
政
府
を
実
現
す
る
と
と
も
に

に
、
各
分
野
に
わ
た
る
構
造
改
革

を
断
行
す
る
。』
と
し
、
七
月
七

日
に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政

運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本

方
針
２
０
０
６
」
に
基
づ
き
、
政

策
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
に
あ
っ
て
も
、
予
定
し
た
事

業
を
順
調
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
に
お
い
て

は
、
市
税
に
緩
や
か
な
伸
び
が
見

ら
れ
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
関

連
で
地
方
譲
与
税
は
増
加
し
ま
し

た
が
、
一
方
で
地
方
交
付
税
は
縮

減
さ
れ
、
さ
ら
に
、
前
年
度
の
大

雪
に
伴
い
臨
時
的
に
交
付
さ
れ
た

除
雪
経
費
等
に
係
る
地
方
交
付
税

は
皆
減
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
で
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
の
計
画

的
削
減
、
枠
配
分
に
よ
る
一
般
財

源
経
費
の
削
減
、
国
・
県
補
助
事

業
等
の
有
利
な
事
業
の
導
入
等
を

行
う
中
で
、
地
域
の
活
性
化
、
福

祉
都
市
の
実
現
な
ど
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
事
業
を
重
点
的
に
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
基
本
方
針
に
あ
る
新
市
の
将

来
像｢

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
　
文

化
が
香
る
元
気
な
ま
ち｣

の
実
現

に
向
け
て
、
六
つ
の
施
策
を
柱
に

各
種
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

一
七
四
億
七
、〇
三
〇
万
円
、歳
出

総
額
は
一
七
一
億
八
、三
九
五
万

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

二
億
八
、六
三
五
万
円
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
財
源
が
二
、一
四
五
万
円

で
あ
る
た
め
、
実
質
収
支
で
は

歳入 174 .7 億円 歳出 171.8 億円
一般会計

二
億
六
、四
九
〇
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
及
び

企
業
会
計
を
加
え
た
十
三
会

計
全
体
で
は
、
歳
入
総
額
は

三
二
〇
億
一
、七
〇
四
万
円
、
歳
出

総
額
は
三
一
六
億
六
、二
七
六
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

 平成 18 年度会計別決算額　　   　　　　　　単位：万円
　　　　会　　計　　名　　　　　　  歳入決算額　　　　歳出決算額

　　一　　般　　会　　計　　　　   174億7,030　　　171億8,395

特別会計

 国民健康保険事業　　　　  42億7,189　　　  43億4,473
 老人保健医療事業　　　　  39億0,258　　     39億4,288
 介護保険事業　　　　　　  25億5,488　　　  24億6,188
 社会就労センター事業　　    　  9,727　　　　      9,726
 住宅改修資金貸付事業　　　　   1,139　　　　　　1,018
 倭財産区事業　　　　　　　 　　  176　　　　　　　102
 永田財産区事業　　　　　　 　　    76　　　　　　　  55
 中野財産区事業　　　　　　 　　  244　　　　　　　208
 情報通信施設事業　　　　　　   3,500　　　　   　3,416
 下水道事業　　　　　　　  20億7,728　　　  20億5,825
 農業集落排水事業　　　　    5億7,823　　　    5億7,124
　　小　　　　計　　 　   135億3,348　　　135億2,423

 企業会計  水道事業（収益的収支）　  10億1,326　　　    9億5,458

　　　　　総　　　　計　　　　　   320億1,704　　   316億6,276

⑤地域が育て地域が守る教育文化のまちづくり
○学校給食センター改築事業＜南部学校給食センタ
　ーの建設工事＞・・・・・・２億３，６３４万円

○童謡・唱歌のふるさとづくり事業＜中山晋平・高　
　野辰之両記念館の整備＞・・・・２，４１８万円
○図書館情報システム等整備事業＜市立図書館と３
　分館の情報ネットワーク化など＞・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・３，９５６万円
○高遠山古墳保存整備事業＜県史跡の高遠山古墳の　
　保存整備に伴う用地取得など＞…１，１２８万円
○生涯学習のまちづくり推進事業＜「信州中野の一　
　文字大賞」の実施など＞・・・・２，００３万円

⑥特色ある発展を支える
　都市基盤が充実したまちづくり
○幹線・生活道路整備事業＜草間農協線等の道路改
　良工事など＞・・・・・・・２億１，５６１万円
○雪寒対策事業＜ロータリー除雪車等の除雪車両の　
　増強など＞・・・・・・・・・・５，５０９万円
○消防施設整備事業＜コミュニティー消防センター　
　の整備など＞・・・・・・・・・４，１３４万円

平成18年度に実施した主な事業
①市民一人ひとりに開かれた住民参加のまちづくり
○企画調整事務＜総合計画及び国土利用計画の策定
　など＞・・・・・・・・・・・・・・４４７万円
○生活関連事業＜公会堂の建設等に対する補助金の
　交付など＞・・・・・・・・・・２，２９２万円

②思いやりと地域の連携で支える
　健康福祉のまちづくり
○保健センター管理運営事業＜中野市保健センター
　の維持管理＞・・・・・・・・・３，９５９万円
○乳幼児医療費給付事業＜就学前乳幼児の医療費の
　給付など＞・・・・・・・・・・６，７４４万円
○母子保健推進事業＜産婦、新生児の入院指導に係
　る経費への補助金交付など＞・・１，８６６万円
○障害者施設福祉事業＜障害者自立支援法に基づく
　施設入所等に係る給付費など＞・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・２億１，８６１万円

③産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり
○新規就農者支援事業＜新規就農者に対する研修費
　の補助など＞・・・・・・・・・・・１９５万円
○売れる農業推進事業＜市内の農産物・特産物の消
　費拡大推進など＞・・・・・・・１，３８７万円
○農業制度資金融資利子軽減事業＜農家が借り入れ
　た各資金の利子補給など＞・・・４，７５４万円
○土人形の里づくり事業＜土人形「月の兎」を活用
　した土人形の里づくり事業＞・・・・６６７万円

④地球環境の保全と水と緑を活かしたまちづくり
○環境衛生事業＜環境基本計画の見直しなど＞・・
　・・・・・・・・・・・・・・・１，４４３万円

７
月
25
日
に
し
ゅ
ん
工
し
た

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

歳　　　入
地方交付税 56億3,530万円

市　　　税 54億9,668万円

市　　　債 10億3,980万円

国庫支出金 7億8,818万円

諸　収　入 6億8,093万円

繰　越　金 6億7,993万円

地方譲与税 6億4,908万円

県 支 出 金 6億1,712万円

繰　入　金 5億6,827万円

そ　の　他 13億1,501万円

計 174億7,030万円

一般会計の決算状況
歳　　　出

民　生　費 40億7,232万円

総　務　費 30億8,305万円

公　債　費 26億8,016万円

教　育　費 18億2,699万円

土　木　費 17億4,563万円

衛　生　費 13億9,577万円

農林水産業費 9億3,023万円

消　防　費 6億7,522万円

商　工　費 4億5,807万円

そ　の　他 3億1,651万円

計 171億8,395万円

注）国民健康保険事業及び老人保健医療事業に係る歳入歳出決算不足額に
　　ついては、翌年度歳入から繰上充用をして補てんしています。



 （下図）
　　 　　中野市環境基本計画（案）の体系

　【環境像を達成するため　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【取組みの方針】
　　　　　の５つの目標】　

　　　　　　　　　　　　　　　　環境について学び、考え、行動します	  
　「みんなの参加」で　
　　　　　　　　　　　　　　　　市民・事業者・市が協力して取組みます	  
　 中野市の環境をつくります
　　　　　　　　　　　　　　　　環境の情報を収集し、発信します	  

　　　　　　　　　　　　　　　　ごみを減らします	  
 
　「もったいない」の　　　　　　 ごみではなく資源にします	  

　　心を大切にします　　　　　　循環型農業をすすめます	  
										           
　　　　　　　　　　　　　　　　恵みの水を大切に使います	  

										           
　　　　　　　　　　　　　　　　緑の多いやすらぎのあるまちにします	  
　「安心」してくらせる							        
　　　　　　　　　　　　　　　　ごみのないきれいなまちにします	  
　　環境をつくります
　　　　　　　　　　　　　　　　公害のない安全なまちにします	  

 
　「ふるさと」の豊かな自然 　　　 貴重な自然をまもります		   
　			    
　　　　　を大切にします　　　　身近な自然を活用しながらはぐくみます	  
　					      
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　資源のムダづかいはしません		   

　「地球温暖化」を防ぎます　　　  環境にやさしいエネルギー利用をすすめます	  
　
　　　　　　　　　　　　　　　　環境にやさしいくらしをめざします	  
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みんなの参加で、中野市の環境をつくろう

　
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
し
た
、

現
在
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
環
境

問
題
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見

直
し
や
経
済
活
動
に
お
け
る
環
境

へ
の
配
慮
な
ど
、
市
民
・
事
業
者
・

市
が
一
緒
に
な
っ
て
、
総
合
的
な

環
境
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
中
野
市
環
境
基
本
条
例
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
、
市
は
、
環
境
の

保
全
に
関
す
る
施
策
を
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
の
基
本
と

な
る
環
境
基
本

計
画
を
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
合
併
前
の
中
野
市
に
お
い
て
、

平
成
十
三
年
に
中
野
市
環
境
基
本

計
画
を
策
定
し
、
市
の
望
ま
し
い

環
境
像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
計
画
策
定
か
ら
六
年

が
経
過
す
る
中
で
、
環
境
を
取
り

巻
く
状
況
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
お
り
、
合
併
を
機
に
、
新
た

な
合
併
後
の
区
域
で
環
境
の
保
全

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な

中
野
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
そ
の
策
定
し
た
計
画
を
行

動
に
移
し
、
ま
た
、
実
行
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
が
進
め
て
い
く

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
働
に

よ
る
総
合
的
な
環
境
対
策
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
計
画
策
定
の
段
階

か
ら
、
環
境
に
対
す
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、
昨
年

九
月
に
市
民
環
境
意
識
調
査
（
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
六
月
、
公
募
等

に
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た

十
八
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

市
民
環
境
会
議
を
立
ち
上
げ
、
以

降
毎
月
会
議
を
開
催
し
、
既
に

十
六
回
に
渡
り
計
画
の
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

平成18年 19年 20年
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市民環境会議
（毎月開催）
市民環境意識調査
（アンケート調査）
市民意見提出手続

（パブリックコメント）
環境基本計画概要版
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　　　　　皆様のご意見をお寄せください

 中野市環境基本計画 ( 案 )
　

市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
計
画
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
く

市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

  

環
境
基
本
計
画
と
は

  

計
画
の
経
過

  

策
定
の
状
況

　
中
野
市
総
合
計
画
に
よ
る
市
の

め
ざ
す
都
市
像
『
緑
豊
か
な
ふ
る

さ
と
　
文
化
が
香
る
元
気
な
ま

ち
』
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
現
在
、

中
野
市
が
有
し
て
い
る
優
れ
た
自

然
環
境
を
守
り
、
将
来
に
継
承
し

て
い
く
。」、
さ
ら
に
「
環
境
を
良 市民環境会議（ワークショップ）の様子

  

市
の
め
ざ
す
環
境
像

く
し
て
い
く
た
め
の
変
化
を
め
ざ

す
。
そ
の
決
意
を
表
明
し
、
自
ら

行
動
を
は
じ
め
る
。」
と
い
う
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

市
の
め
ざ
す
環
境
像
を
次
の
三
案

の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

♪ふるさとの豊かな緑、
　　　　清らかな水をあしたへ継ぐまち　なかの

♪さわやかな風、清らかな水…未来へ（Step up）

♪豊かなふるさとをともにつくるまち　なかの

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、

め
ざ
す
環
境
像
を
達
成
す
る
た
め

の
施
策
体
系
を
、
下
図
の
と
お
り

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
二
十
九
年

度
ま
で
の
十
ヵ
年
で
す
。

 

・
市
役
所
環
境
課

 

・
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

 

・
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
市
役
所
及
び
支
所
で
の
公
表
時

  

計
画
の
体
系

間
は
、
平
日
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で

で
す
。

　

文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電

子
メ
ー
ル
、
電
子
申
請
（
十
月
九

日
か
ら
稼
働
）
の
い
ず
れ
か
に
よ

  

計
画
の
期
間

  

計
画

（案）
の
公
表
場
所

  

ご
意
見
の
提
出
方
法
等

り
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
様
式
は
任
意
で
す
が
、

提
出
さ
れ
た
内
容
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
（
法
人
そ
の
他
の
団

体
に
あ
っ
て
は
名
称
及
び
代
表
者

名
）、
電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
　
十
月
二
十
九
日
㈪

ご
意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
い
た

だ
い
た
ご
意
見
へ
の
対
応
状
況
は
、

ま
と
ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
の

で
、
個
々
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
名
前
、
住
所
、
電
話
番

号
な
ど
個
人
情
報
に
関
す
る
事
項

を
除
き
、
す
べ
て
公
開
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４
　
中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（
☎
�

２
１
１
１
内
線
２
４
７
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
�
５
９
２
３

電
子
メ
ー
ル
　kankyo@

city.
nakano.nagano.jp

※
ご
意
見
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ

く
場
合
は
、
豊
田
支
所
市
民
環

境
課
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

中野市環境基本計画の策定に関するスケジュール



イケダヤ洋品店 中央一丁目 8-8 22-3349
㈲カクアゲ本店 中央一丁目 8-6 22-5515
㈲金長酒店 中央一丁目 4-23 26-3256
久保田商店 大字三ツ和 1729-1 22-3532
㈱児玉商店 中央一丁目 7-14 22-3604
新駅南モリキ薬局 大字西条 587-2 23-3347
㈱鈴木 大字中野 1612 22-5125
セブン - イレブン中野市七瀬店 大字七瀬 378 26-7090
セブン - イレブン中野市南宮店 大字中野 354-1 22-3090
セブン - イレブン中野市壁田店 大字壁田 1000-18 22-3848
タイヤセンターワタナベ 大字草間 1166-7 26-6968
外谷商事 大字中野 1650-1 22-2241
㈲ナラヤ商店 中央一丁目 9-18 22-2359
㈲西沢商店 大字永江 324 38-2509
㈲ふじさわ 大字笠原 222 22-3740
米国屋商店 大字上今井 2639-1 38-2611
㈲三好農薬店 中央一丁目 4-23 22-3770
湯本燃料店 西二丁目 7-2 22-3804
洋服のハラダ 西一丁目 4-29 22-3951
吉田モリキ薬局 大字吉田 718-3 26-0022
㈱ヨネヤ 中央四丁目 2-7 22-2230
ローソン中野一本木バイパス店 大字吉田 591-1 22-5201
ローソン中野岩船店 大字岩船 302-1 22-3672
Ｙショップ豊田店 大字豊津 711-3 38-3626
綿半ホームエイド豊野店 長野市豊野町浅野 1839 026-251-5050

　家電４品目（ブラウン管式テレビ、冷蔵・冷
凍庫、エアコン、洗濯機）の指定引取場所が下
記のとおり変更になりました。
　詳細については、８月に全戸配布した「ごみ
と資源物の分け方・出し方」８ページをご覧く
ださい。また、あわせて内容の訂正をお願いい
たします。
　
　Ｂグループ
　日本通運㈱　長野支店中央物流センター
　長野市大字稲葉上千田329-1(☎026(221)6482）

　

問い合せ先
市役所環境課衛生係（☎(22)2111内線245）

平成19年10月号7 平成19年10月号 ６

　紙おむつを使用されている乳幼児や要介護高齢者等介護用品給付券の給付を受けている在宅の要介護高
齢者、重度心身障害児（者）のご家庭では、可燃ごみが減量化しにくい状況にあることから、これらのご
家庭の経済的負担の軽減を図るため、可燃ごみ指定袋（10㍑袋）を給付します。

　要介護高齢者等介護用品給付券の
　受給者の皆さん　子育て用品給付事業として可燃ごみ指定袋を給

付します。
　対象は次に該当される皆さんです。
　⑴新生児
　　給付枚数は、２歳までの枚数として120枚です。
　　出生届時に、乳幼児福祉医療給付事業や児童
　　手当給付事業の手続きと合わせて申請をお願
　　いします。
　⑵10月１日現在、２歳未満児
　　平成19年10月１日を基準日として、２歳到達
　　月の前月までの月数に１か月当たり５枚を乗
　　じた枚数を給付します。
　　該当される方には、申請用紙を送付しますの
　　で、平成20年３月31日までに手続きを済ませ
　　てください。
申請の手続き・問い合わせ先
市役所子育て課子ども支援係（☎(22)2111内線
356）、豊田支所子ども課子ども係（☎(38)3111
内線126）

　対象は次に該当される皆さんです。
　要介護高齢者等介護用品給付券受給者で、
　⑴要介護３の認定を受けた要介護高齢者
　⑵要介護４･５の認定を受けた重度要介護高齢
　　者
　⑶重度心身障害児（者）
　給付方法は、要介護高齢者等介護用品給付券の
申請の際に、介護用品券とともに可燃ごみ指定袋
を１か月当たり５枚給付します。
　ただし、９月30日現在、すでに要介護高齢者等
介護用品給付券の給付を受けている、在宅の要介
護高齢者、重度心身障害児（者）の皆さんには、
10月中に各家庭へお送りします。　
問い合わせ先
市役所健康長寿課長寿支援係（☎(22)2111内線
243）、市役所福祉課障害福祉係（☎(22)2111
内線294）、豊田支所健康福祉課健康長寿係（☎
(38)3111内線126）

　２歳未満児の保護者の皆さん

～紙おむつを使用している世帯の皆さんなどへ～

「可燃ごみ指定袋」が給付される制度ができました

中野市指定ごみ袋・証紙シール取扱店
下記の店舗を新たに指定店として追加しました。家電リサイクル法・指定引取場所の

    　                             変更について

NHK前

ビッグ
ハット 上千田

母袋

日本通運

　

保
護
者
が
就
労
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
に
い
な
い
児
童
に
、
適
切
な

遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与
え
、
そ

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
設
置

す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
、
二
億
二
百
九
十
七
万
六
千

円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
予
算

総
額
を
、
百
七
十
億
六
千
五
百
八

　

十
五
万
六
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
生
活
関
連
事
業
費

で
、（
仮
称
）西
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
及
び
東
町
区
民
会
館
に

係
る
公
会
堂
建
設
補
助
金
と
し
て
、

一
、一
〇
六
万
余
円
を
追
加

〈
民
生
費
〉
●
地
域
福
祉
推
進
事
業

費
で
、
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
行
う

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
の
試
行

な
ど
に
、
一
七
七
万
余
円
を
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
事
業
費
で
、
浄
化
槽
設

置
見
込
み
数
の
増
に
よ
り
、
補
助

金
八
三
万
余
円
を
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
制
度

資
金
融
資
利
子
軽
減
事
業
費
で
、

七
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖

地
震
に
よ
る
災
害
対
策
と
し
て
、

資
金
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給
金

二
三
万
余
円
を
追
加

〈
商
工
費
〉
●
土
人
形
の
里
づ
く

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
中

野
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
「
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
」
及
び
「
証
券
取
引
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
施

行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

｢
中
野
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
「
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
り
失
業
給
付

の
受
給
資
格
要
件
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条

例
」
の
一
部
改
正

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
等
医

療
費
の
給
付
対
象
を
就
学
前
か
ら

小
学
校
第
３
学
年
終
了
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
改
正

　
「
国
民
健
康
保
険
法
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
療
養
の
給
付
を
受

け
る
場
合
の
一
部
負
担
金
の
区
分

及
び
負
担
割
合
に
関
す
る
規
定
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
」
の
制
定　
　
　
　
　
　
　
　

台風９号に対して災害対策本部を
設置、同日廃止しました。
　市では、台風９号による災害に備え、
９月７日㈮午前７時11分に災害対策本
部を設置しました。被害調査の結果、特
段の被害報告が無かったことから、同日
午後５時に同本部を廃止しました。皆様
のご協力、ありがとうございました。

り
事
業
費
で
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
、
ま
ち

な
か
交
流
の
家
改
修
工
事
費
な
ど

に
、
一
、七
六
七
万
余
円
を
追
加

〈
土
木
費
〉
●
幹
線
道
路
・
生
活

道
路
整
備
事
業
費
で
、
道
路
改
良

工
事
費
等
に
三
、三
二
三
万
余
円

を
計
上

〈
消
防
費
〉
●
消
防
団
運
営
事
業

費
及
び
消
防
施
設
管
理
事
業
費
で
、

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
等
か
ら

の
助
成
を
受
け
て
、
消
防
資
器
材

の
購
入
に
二
〇
二
万
余
円
を
計
上

〈
教
育
費
〉
●
図
書
館
管
理
運
営

事
業
費
で
、
図
書
館
外
壁
の
修
繕

料
六
〇
万
円
を
計
上

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
療
養

給
付
費
等
負
担
金
の
精
算
金
な
ど

一
、六
一
八
万
余
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
介
護
給

付
費
準
備
基
金
積
立
金
で
、
五
、

二
三
七
万
余
円
を
増
額

〈
中
野
財
産
区
事
業
〉
●
中
野
財

産
区
財
産
管
理
基
金
を
西
町
区

及
び
東
町
区
へ
配
分
す
る
た
め

六
三
五
万
余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
公
共
下
水
道

整
備
事
業
費
で
、
取
付
管
布
設
替
工

事
等
で
、
二
、六
七
五
万
円
の
追
加

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
消
費

税
還
付
金
等
の
計
上
に
よ
り
農
業

集
落
排
水
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

を
一
、五
四
六
万
余
円
を
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で

新
規
水
源
調
査
委
託
料
な
ど
に
二
、

六
六
二
万
余
円
を
追
加

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
取
得

　

今
ま
で
以
上
に
円
滑
な
除
雪
の

体
制
を
確
保
し
、
幹
線
市
道
の
交

通
確
保
の
た
め
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
一
・
三
㍍
級
一
台
及
び
一
・
〇
㍍

級
２
台
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　

土
屋
ひ
ろ
子
さ
ん
（
一
本
木
）

の
任
期
が
十
二
月
三
十
一
日
で
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
、

小
林
喜
世
子
さ
ん
（
中
野
）
を
同

委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

任
期
は
三
年
で
す
。

　９月４日から21日まで、18日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案５件、予算案７件、決算認定13件、事件案
３件、人事案１件のあわせて29件の議案が審議され、いずれも原案
どおり承認及び可決され、また、人権擁護委員の諮問、意見書などに
ついても審議されました。ここでは主な内容をお知らせします。なお、
平成18年度決算の概要については、２～３ページに掲載しました。

９月の定例市議会報告

　
条
　
例

　
補
正
予
算

   

財
産
の
取
得

　
人
　
事



平成19年10月号9 平成19年10月号 ８

　　　
私
は
、
山
腹
で
ワ
ラ
ビ
の
栽
培

を
手
掛
け
て
お
り
、
粉
剤
の
堆
肥

で
は
傾
斜
地
で
蒔
き
に
く
い
た
め

粒
状
で
あ
る
「
未
土
利
」
を
使
用

す
る
た
め
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
し
ま

し
た
。

　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
六
日
に

「
未
土
利
」
を
受
け
、
翌
日
の
十

月
二
十
七
日
に
施
用
し
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ
園
は
四
年
生
で
面
積
が

千
五
十
㎡
程
、
標
高
が
約
八
百
㍍

の
傾
斜
地
で
す
。
施
用
量
は
畑
一

面
に
三
十
三
袋
を
蒔
き
ま
し
た
。

量
に
つ
い
て
は
「
な
か
の
お
す
み

ち
ゃ
ん
」
の
使
用
方
法
に
記
載
し

て
あ
る
「
施
用
量
の
目
安
、
千
㎡

当
り
野
菜
五
百
㌔
」
を
参
考
に
し

ま
し
た
。

　
初
期
生
育
は
他
と
か
わ
ら
な

か
っ
た
が
、「
未
土
利
」
を
多
量

施
用
し
た
の
で
生
育
が
良
く
、
翌

年
の
平
成
十
八
年
七
月
上
旬
頃
に

は
九
十
㌢
～
百
二
十
㌢
の
草
丈
と

な
り
ま
し
た
。
ワ
ラ
ビ
の
発
生
本

数
（
量
）
に
つ
い
て
は
調
査
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

　「
未
土
利
」
の
粒
状
は
良
い
と

感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺
及

び
園
地
よ
り
下
の
住
民
の
方
々
よ

り
「
下
水
道
堆
肥
に
含
ま
れ
て
い

る
洗
剤
等
の
影
響
が
心
配
」
と
の

意
見
が
あ
り
平
成
十
八
年
よ
り
使

用
は
中
止
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
私
は
、
十
㌃
程
り
ん
ご
栽
培
を

行
っ
て
お
り
、
多
量
の
肥
料
と
肥

料
を
散
布
す
る
た
め
の
多
大
な
手

間
が
必
要
で
す
。
あ
る
時
、
人
の

く
ち
コ
ミ
で
下
水
道
堆
肥
で
あ
る

「
未
土
利
」
の
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。「
未
土
利
」
は
粒
状
に
な
っ

て
お
り
散
布
が
し
や
す
い
こ
と
と
、

モ
ニ
タ
ー
に
登
録
す
れ
ば
必
要
量

だ
け
手
に
入
る
こ
と
を
知
り
、
平

成
十
七
年
十
月
に
モ
ニ
タ
ー
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
同
年
十
一
月

二
十
日
頃
に
礼
肥
と
し
て
十
㌃
当

り
「
未
土
利
　
十
二
袋
」、「
り
ん

ご
カ
セ
イ
　
五
袋
」、「
石
灰
　
二

袋
」
を
散
布
し
ま
し
た
。

　
今
年
（
平
成
十
八
年
）
の
収
穫

で
は
、
十
一
月
に
入
る
と
黒
い
斑

点
（
星
が
入
っ
て
し
ま
う
）
が
出

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
堆
肥

の
量
を
調
整
し
て
使
用
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

り
ん
ご
の
玉
自
体
は
大
き
く
、
色

付
き
も
良
い
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
礼
肥
と
し
て
「
未
土
利
」

を
五
十
袋
と
「
な
か
の
お
す
み

ち
ゃ
ん
」
を
百
五
十
袋
を
散
布
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
「
未
土
利
」
を
知
っ

た
の
は
、
数
年
前
に
無
償
配
布
で

も
ら
っ
て
か
ら
で
す
。
作
物
を
作

る
場
所
へ
全
面
散
布
し
、
耕
起
し

て
、
種
ま
き
・
植
え
付
け
を
し
て

い
ま
す
。
特
に
根
菜
類
に
つ
い
て

は
良
い
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

う
ね
の
間
に
、
ま
き
土
と
混
和
す

れ
ば
土
も
軟
ら
か
く
な
っ
て
根
張

り
も
良
く
、
芽
の
出
も
多
く
な
り

ま
す
。
収
穫
後
の
作
物
に
つ
い
て

は
甘
み
も
有
る
と
思
い
ま
す
。

　
去
年
は
大
失
敗
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
多
量
に

新しい堆肥「未
み ど り

土利」ができました！
平成 20 年度 販売予定

散
布
し
た
所
、
六
月
頃
早
々
に
苗

が
枯
れ
て
四
㌔
の
種
芋
か
ら
、
り

ん
ご
箱
一
個
位
し
か
収
穫
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
技
師
さ
ん
に
見
て

も
ら
っ
た
所
、「
施
用
量
が
多
い
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
お
蔭
様
で「
大
根
」、「
ほ

う
れ
ん
草
」、「
野
沢
菜
」、「
白
菜
」

に
つ
い
て
は
良
い
収
穫
が
で
き
て

喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
自
家
用

野
菜
作
り
に
使
用
す
る
た
め
、
多

く
は
い
り
ま
せ
ん
が
「
未
土
利
」

を
使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　堆肥「未土利」は、平成 15 年度からナピア平岡に併設した堆肥化施設で製造し、平成 20 年度に販売を
予定しています。いろいろな作物への利用方法についての試験をモニター制度により募集し、その声を「未
土利の声」として紹介します。なお、「未土利の声」は、平成 18 年度にいただいた利用感想であり、効果
を保証するものではありません。また、モニターの募集は農業集落排水事業地域の方を対象としました。

問い合わせ先　市役所上下水道課下水道係 ( ☎ (22)2111　内線 283)

「
未
土
利
の
声
」
そ
の
３

金
井　

湯
本
さ
ん

「
未
土
利
の
声
」
そ
の
４

南
間
長
瀬　

匿
名
希
望
さ
ん

「
未
土
利
の
声
」
そ
の
５

大
俣　

匿
名
希
望
さ
ん

①原料は、市内の農業集落排水処理場から発生する「汚泥」と
「廃オガ粉」です。

②堆肥化施設にて「脱水した汚泥」、「乾燥させた汚泥」、
「廃オガ粉」、「生成堆肥（出来上がった堆肥）」を混ぜ合わ
せて一次発酵させます。（一次発酵では65℃以上を２日以上
温度を継続させて約10日で１回目の発酵を終了します。）

③二次発酵を　　　　　　　　　　⑥出来
約10日、その　　　　　　　　　　上がり
後、後熟を約
３ヶ月

④「未土利」　　　　　　　　　　⑤機械
の特徴でもあ　　　　　　　　　　による
る造粒(粒状)　　　　　　　　　　 袋詰め　　
の様子

◇未土利ができるまで◇

　　
中
野
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴

も
異
な
る
二
系
統
の
中
野
土
人
形

が
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在

も
制
作
さ
れ
て
い
る
全
国
に
類
を

見
な
い
地
域
で
す
。
中
野
ひ
な
市

の
即
売
に
は
全
国
か
ら
愛
好
家
が

集
ま
り
、
ま
た
、
平
成
元
年
に
は

日
本
土
人
形
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
土
人
形
の
里
」
で
、
土

人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
も
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
点
数
　
一
人
一
点

応
募
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
材
料

費
と
し
て
人
形
代
を
小
学
校
の
部

は
百
円
、
一
般
の
部
は
三
百
円
を

別
途
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門
　

○
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
一
般
の
部

応
募
締
切
　
平
成
二
十
年
二
月
一

日
㈮
　
午
後
四
時 

※
な
お
、
応
募
点
数
の
合
計
が
千

　
点
に
達
し
た
時
点
で
応
募
を
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
作
品
　
十
月
一
日
以
降
に
制

作
し
た
自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。 

応
募
先
（
絵
付
け
す
る
場
所
）

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

◇
二
十
人
以
上
の
団
体
が
絵
付
け

　
す
る
場
合
は
、
事
前
に
日
本
土

　
人
形
資
料
館
に
お
問
い
合
わ
せ

各
賞
（
各
部
門
ご
と
）

・
最
優
秀
賞
一
点

・
優
秀
賞
　
三
点

・
佳
作
　
十
点

・
特
別
賞
　

結
果
発
表
　
平
成
二
十
年
三
月
上
旬

に
広
報
な
か
の
等
で
発
表
し
ま
す
。

表
彰
式
　
平
成
二
十
年
三
月
下
旬

展
示
会
　
平
成
二
十
年
三
月
下
旬

か
ら
四
月
上
旬
ま
で
に
応
募
さ
れ

た
全
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
土
人
形
資

料
館
（
☎

（26）
０
７
３
０
）
ま
た
は
、

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係
（
☎

（22）
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

中
野
市
の
市
街
地
は
、谷
街
道
・

草
津
街
道
が
交
差
す
る
要
衝
の
地

で
あ
り
、
古
く
か
ら
北
信
濃
の
中

心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
街
道
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
歴

史
・
文
化
を
生
か
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て「
な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
斎
市
を
中

心
に
「
観
る
」「
買
う
（
市
）」「
食

べ
る
」「
楽
し
む
」
の
四
つ
を
柱

に
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　
十
月
十
三
日
㈯　

時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
午
前
十
一
時

半
か
ら
、
音
楽
会
は
午
後
一
時
か
ら

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

周
辺

内
容　

九
斎
市
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者

ま
ち
な
か
音
楽
会
、
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ

映
画
会
、
商
店
街
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

土
び
な
絵
付
け
、
琴
の
コ
ン
サ
ー

ト
、
一
茶
の
句
と
山
野
草
展
な
ど

主
催　

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
（
☎
（22）
２
１
１
１
内

線
３
７
３
）

募
集
部
門
　
キ
ノ
コ
部
門
、
果
実

ス
イ
ー
ツ
部
門

募
集
期
限
　
十
月
二
十
二
日
㈪

応
募
資
格
　
個
人
の
応
募
に
限
る

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
写
真
ま

た
は
イ
ラ
ス
ト
を
添
付
（
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
可
）

賞
品
　
最
優
秀
賞
に
は
旅
行
券
ほ

か
入
賞
者
に
は
豪
華
商
品       

主
催
　
中
野
市
き
の
こ
・
果
実
消

費
拡
大
実
行
委
員
会

※
応
募
条
件
は
直
接
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い

応
募
先　

〒
三
八
三
―
〇
〇
三
一

中
野
市
南
宮
一
番
十
一
号
　
市
役

所
売
れ
る
農
業
推
進
室

Ｅ
メ
ー
ル

ureno@
city.nakano.nagano.jp

　　
美
味
し
い
年
賀
状
は
、
年
賀
状

を
受
け
と
っ
た
方
に
抽
選
で
「
中

野
市
産
き
の
こ
」
が
当
た
る
と
い

う
も
の
で
す
が
、
今
回
は
年
賀
状

を
購
入
し
た
方
に
も
抽
選
で
ス
テ

キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格
　
一
枚
五
十
円
（
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
ハ
ガ
キ
）

販
売
予
約
　
申
込
書
に
よ
り
、
中

野
市
振
興
公
社
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
）

　
販
売
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
予
約
は
お
早
め
に
！

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
合
案

　
内
窓
口
、
豊
田
支
所
市
民
環
境

　
課
窓
口
、
中
野
市
振
興
公
社
に

　
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

購
入
申
込
期
限
　
十
月
二
十
六
日

㈮
必
着

年
賀
状
お
渡
し
時
期
　
十
一
月
下
旬

当
選
商
品
　
中
野
市
産
き
の
こ
詰

合
せ

当
選
発
表
　
来
年
一
月
下
旬

年
賀
状
の
予
約
　
中
野
市
振
興
公

社
（
☎

（22）
２
１
１
１
内
線
２
９
９
、

Ｆ
Ａ
Ｘ

（22）
８
４
２
２
）

　

問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

　

☎
（22）
２
１
１
１
内
線
３
８
１

　
　

 

予
約
販
売
し
ま
す

平
成
十
九
年
度
　
我
が
家
の

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
レ
シ
ピ
募
集

土人形絵付けコンテスト
土人形の里　信州中野

なかのEbesaなかの Ebesa10
13（土）

10
13（土）

美
味
し
い
年
賀
状

美
味
し
い
年
賀
状
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Ⅰ　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

部　　　門
職　員　数 対前年

平成 18 年 平成 19 年 増減数

一般行

政部門

議 会 5 5 0

総務企画 84 83 △１

税 務 24 23 △１

民 生 147 139 △８

衛 生 32 31 △１

労 働 3 3 0

農林水産 28 25 △３

商 工 11 12 1

土 木 37 37 0

小　計 371 358 △１３

特別行

政部門

教 育 59 57 △２

小　計 59 57 △２

公営企

業等会

計部門

水 道 15 14 △１

下水道 15 13 △２

その他 20 22 ２

小　計 50 49 △１

合　　計 480 464 △１６

増減理由：主な増員理由は、文化振興課、産業誘致推進室、文化公園整備

　　　　  推進室の新設、介護保険業務の増等であり、減員理由は、農政

　　　　  課の係の統合など業務効率の推進等によるものです。

（注）職員数は、一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職者など

　　 を含みます。（一部事務組合等派遣職員及び臨時等非常勤職員を除く）

②採用職員と退職職員

区　分 採用者数 退職者数

中 野 市 4 人 25 人

（注）採用者数は H19.4.1 の採用者数であり、退職
      者数は H18.4.1 ～ H19.3.31 の期間の退職者数
      （一部事務組合等派遣職員を含む）

Ⅱ　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況

（ア） 人件費の状況  ( 平成 18 年度普通会計決算） （イ） 職員給与費の状況 （平成 19 年度普通会計予算）
住民基本台帳 歳出額 人件費 人件費率 職員数 給　与　費 １人当たり給与費

共済費
人口 （年度末） （A） （B） （B ／ A） （A） 給料 職員手当 うち期末 ･ 勤勉手当 計　B （B ／ A）

人 千円 千円 ％ 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

47,648 17,274,620 4,001,631 23.16 421 1,639,453 836,759 657,249 2,476,212 5,881 433,104

（注）人件費には特別職に支給される給料、 （注 1）職員手当には､ 退職手当を含みません。
　　　報酬を含みます。 （注 2）給与費は当初予算に計上された額です。

②職員の平均給料 ・ 給与月額と平均年齢の ③職員の初任給と経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額の状況

状況 （平成 19 年４月１日現在） （平成 19 年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 職種 採用 初任給 経験年数

10 ～ 15 年未満

経験年数
15 ～ 20 年未満

経験年数
20 ～ 25 年未満

経験年数
25 ～ 30 年未満

経験年数
30 ～ 35 年未満

経験年数
35 年以上

一般行政職
円 歳 一般

行政職

円 円 円 円 円 円 円
322,600 41.9 大学卒 170,200 285,400 330,000 373,100 403,600 428,900 439,100

高校卒 138,400 231,700 283,900 338,200 361,400 393,500 423,800

④職務上の地位別職員数の状況 （平成 19 年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計
一般

行政職

標準的な

職務内容

主　　事
技　　師
主事補

主　　事
技　　師

係　　長
副主幹
主　　査

主任主事
主任技師

課長補佐
主　　幹

副参事
課　　長
次　　長
室　　長

参　　事
部　　長

参事幹

職員数 （人） 17 52 124 40 32 21 10 296

構成比 （％） 5.7 17.6 41.9 13.5 10.8 7.1 3.4 100.0

⑤職員手当の状況 （平成 19 年４月１日現在）
期末 ・ 勤勉手当 期末 勤勉 退職手当 自己都合 勧奨定年 その他、 住居手当、 通勤手当、 管理職

6 月期 1.4 月分 0.725 月分 勤続２０年 23.50 月分 30.55 月分 手当、 寒冷地手当、 扶養手当、 日宿直

( 特定幹部職員 ) （1.2 月分） （0.925 月分） 勤続２５年 33.50 月分 41.34 月分 手当、 時間外勤務手当等があります。

12 月期 1.6 月分 0.725 月分 勤続３５年 47.50 月分 59.28 月分 ※管理職手当について、 平成 18 年 4 月

( 特定幹部職員 ) （1.4 月分） （0.925 月分） 最高限度 59.28 月分 59.28 月分 1 日から平成 21 年 3 月 31 日の間、 支

合　計 3.0 月分 1.45 月分 その他特例 退職時特別昇給　　なし 給額の 10％を減額しております。

( 特定幹部職員 ) （2.6 月分） （1.85 月分）
※職務上の段階、 職務の級等により加算措置有

⑥特別職の報酬などの状況 （平成 19 年４月１日現在）
区　　分 給料月額 区　　分 報酬月額 期末手当支給割合

円 円   6 月期　　1.60 月

市　長 823,000 議　　長 385,000  12 月期　　1.75 月　計　3.35 月分

副市長 671,000 副 議 長 326,000 ※期末手当支給額算出時に給料 ・ 報

教育長 575,000 議　　員 303,000  　酬額に 100 分の 40 の加算措置有

Ⅳ　職員の分限と懲戒処分等の状況
分限処分者数及び懲戒処分者等数 （平成 18 年度） 　○分限処分…職員がその職責を十分に果たすことが出きない場合に行われる

分限処分者 懲戒処分者
訓告

                    処分で、公務能率の維持を目的としてなされます。
免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計 　○懲戒処分…職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人                     公務における規律と秩序を維持することを目的としてなされます。
0 4 0 0 4 0 0 0 0 0 8 　○訓告…処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚させ、将来を戒め

              て職務遂行に対する姿勢の改善、意識向上を目的としてなされます。

Ⅴ　職員の服務の状況
　　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければいけません。
　　職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は次のとおりです。
　　①職務命令等に従う義務　　②信用失墜行為の禁止　　③守秘義務　　④職務専念義務　　⑤政治的行為の制限　　⑥争議行為等の禁止
　　⑦営利企業等の従事制限

Ⅶ　職員の福祉と利益の保護の状況
①公務災害等の概要　　　　　　　　
　　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
②福利厚生制度

　　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第 42 条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し、各種事業を実施しています。
　　この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。
　　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国民年金、
　健康保険及び国民健康保険と同様の社会保険制度です。

Ⅷ　その他市長が必要と認める事項
①定員適正化計画
平成 18 年 4 月 1 日から平成 22 年 4 月 1 日までの 5 年間を数値目標の設定期間とする「中野市定員適正化計画」を平成 17 年度に策定しました。
この計画は「中野市行政改革大綱と実行計画（集中改革プラン）」に反映し、スリムで効率的な行政運営の構築による職員数の抑制を進めます。
なお、詳細については中野市ホームページで公表しております。
○目標（数 ･ 率）…平成 22 年 4 月 1 日における職員数は 445 人とする。これは平成 17 年 4 月 1 日現在の職員数 482 人から 37 人（7.7％）を減員したものになります。
○年度別採用計画　　　　　 　（人）

年　　　　　度 17 18 19 20 21 計 （注 1）　各年度、退職予定者は 3 月 31 日、採用予定者は翌年度の 4 月
計

画

退職予定者数 6 9 9 17 11 52 　　　　1 日現在における職員数
採用予定者数 5 3 1 4 2 15 （注 2）　実績欄の職員数は、各年度 4 月 1 日現在の職員数（教育長を
増　減　員　数 △ 1 △ 6 △ 8 △ 13 △ 9 △ 37 　　　　含み、一部事務組合、広域連合派遣職員は除いたものです）

実 増　減　員　数 △ 2 △ 16 　
績 職　　員　　数 482 480 464

②嘱託 ･ 臨時職員の状況

Ⅰ　職員数 （平成 19 年４月１日現在）

区　分 職員数
保育園関係 小 ・ 中学校関係 その他

人 人 人 人

嘱託職員 183 91 14 78

臨時職員 151 38 45 68

Ⅱ　報酬及び賃金について　（平成 19 年度）　　

①　嘱託職員報酬月額 ②　臨時職員賃金 （1 時間当たり）
・統括的な事務及び管理を行う事務局の長及び施設の長 184,200 円 ・一般事務、学校事務、図書事務、施設等の維持管理業務 733 円
・教諭　　　　　　　　 172,200 円 ・調理技師、指導員 746 円
・指導員、学芸員、児童厚生員、相談員 155,800 円 ・保育士、児童厚生員 758 円
・保育士 140,400 円 ・長時間保育士 945 円
 （担任保育士は 150,000 円） ※通勤手当　　2km 以上 5km 未満　1 日 150 円　　　5km 以上　1 日 200 円

　年末一時金　　12 月に 1.0 月以内の年末一時金を支給しています。・運転業務、調理技師、施設等の維持・管理業務、一般 136,000 円
  ( 正規職員の配置されていない職場の主となる調理技師は 138,200 円 )
・保健師、精神保健福祉士、介護支援専門員等の専門職種は、別途、市長が認める額。
※報酬月額のほかに 6 月及び 12 月に 1.0 月分以内の割増報酬を支給しています。

Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　職員の勤務時間は 1 日 8 時間、週 40 時間であり、原則、始業時間が午前 8 時 30 分、終業時間が午後 5 時 30 分です。　
　また、休暇等の種類には、年次休暇、療養休暇、ボランティア休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚・出産、忌引等）、介護休暇、
　組合休暇、育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況及び育児休業の取得状況は次のとおりです。

①年次休暇取得状況　 ②育児休業の取得状況 （平成 18 年度）

平均取得日数 9.8 日 取得者数 取得期間

（注）年次休暇の平均取得日数は、平成 18 年 1 月 1 日 男 女 6 カ月超え 1 年以下 （注）年度中に新たに取得した職員数です。
　　 から 12 月 31 日までの一人当たりのものです。 人 人 人

0 10 10

Ⅵ　職員の研修と勤務成績の評定の状況
①研修開催状況 ( 平成１８年度） 平成 19 年度研修計画

独自研修 その他研修 区　分 内　              容

件 人 件 人 独自研修 新規採用職員研修、 市民満足度向上研修、 人権教育研修、 交通

安全運転講習、 不当要求防止責任者講習会、 中堅職員体験研修、

人事制度研修 （目標管理 ･ 人事評価）
14 1,283 16 67

（注 ) 受講者は延べ人数です。
②勤務成績の評定の状況 市以外が

主催する

研修会

管理者研修、 主査研修、 財務会計事務研修、 税務職員初任者研

修、 法制執務研修、 税務管理 ・ 徴収事務研修、 一般行政職員研

修、 新規採用職員研修、 中堅行政職員研修、 政策法務研修、 専

門実務研修、 政策実務研修

　人事及び昇給・手当へ反映させるための人事評価制度
　について、平成 20 年度の導入に向けて現在構築中で
　あり、平成 18 年度から試行を行っております。

中野市の人事行政の運営等の状況を公表します
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▲「しなのりんご３兄弟」

　市では、お子さんの健やかな成長を願い、平
成20年１月診療分から、乳幼児等医療給付事業
の対象年齢を小学校３年生まで拡大します。
○今回新たに対象となる家庭
　小学校１年生から３年生の児童（平成10年
　４月２日～平成13年４月１日生まれ）のおら
れる家庭
　対象となるご家庭へは、通知とともに申請書
をお送りいたしますので、必要事項をご記入い
ただき、提出してください。
提出期限　11月16日㈮
提出先・問い合わせ先　市役所子育て課子ども
支援係（☎２２－２１１１内線３５６）または
豊田支所子ども課子ども係（☎３８－３１１１
内線１２６）
※『小学校就学前のお子さん』のおられるご家
　庭は、新たに申請をしていただく必要はありません。
　新しい受給者証をお送りしますので、お手元
　に届きましたら、古い受給者証は破棄してく
　ださい。

～乳幼児等医療費給付金制度～
　乳幼児の健康増進と経済的負担の軽減を図る
ことを目的に乳幼児等が医療機関で診療を受け
たり、薬局で調剤を受けた場合などに、窓口で
支払った医療費の一部を給付する制度です。

平成19年10月号13 平成19年10月号 12

乳幼児等医療費給付事業の
対象年齢が拡大されます

みんなで、楽しみながら健康な心と身体をつくりましょう！

介護予防講座 ( さんさん講座 ) のご案内
平成１９年度 後期

申し込み方法：健康長寿課長寿支援係へお申し込みください。  　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　電話２２－２１１１（内線２４３）

①そば打ち講座（１回講座） ③中野市を考古学する（全４回）

②健康クッキング講座（全４回）

　みんなで楽しみながらそば打ちを習いま
しょう！これをきっかけにそば打ち名人を
目指しませんか。
　浜津ヶ池公園内の友遊館で行います。

期　日　10月24日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　友遊館（浜津ヶ池公園内）
講　師　信州中野蕎麦文化普及会講師
対象者　概ね60歳以上の方
※自己負担（実費）があります。

　栄養バランスを考えた料理を、みんなで
楽しく作りましょう！食生活と健康につい
て考えます。
　料理で “心うきうき　心なごみ ”そんな
楽しい時間を一緒に過ごしませんか。

期　日　11月21日、12月６日、１月16日、
　　　　２月1日
時　間　午前10時～午後１時
場　所　中野保健センター
講　師　健康長寿課栄養士
対象者　概ね60歳以上の方　
※１回につき400円の自己負担があります。

　中野市の昔のことを知りたくありません
か？
　中野市に人が住み始めたのはいつ頃から
でしょう。
　文字で書かれた記録のない時代の中野市
に住んだ人々の生活はどんな様子だったの
でしょう。文字のない時代の歴史はどのよ
うに知るのでしょうか。
　発掘調査で発見された土器や石器をもと
に中野市の原始時代を考えてみます。
　実際に中野市の史跡を見て歩いたりもし
ます。
　中野の歴史を知って、子供やお孫さんに
教えてあげましょう！

期　日　10月31日、11月14日、12月19日、
　　　　１月23日
時　間　午前10時～正午
場　所　中野保健センター
講　師　歴史民俗資料館副館長　
対象者　概ね60歳以上の方
※11月14日は史跡見学を行いますので歩け
る服装でお越し下さい。



　市では、総合的に環境保全対策を進めるための環境
基本計画を策定中です。このコーナーでは、市民の皆
さんが取り組んでいる環境保全美化活動や環境学習な
どについて紹介しています。
　第７回の今月は、豊田中学校で取り組んでいる環境
活動について紹介します。

　豊田中学校では毎年、夏休み明けの８月下旬に、ふ

るさとの川斑尾川に親しむ、ふるさとに愛着を持つ、

環境美化への関心を持つことを目的に、斑尾川清掃を

学校の伝統行事として実施しています。

　今年は快晴に恵まれ、全校生徒、職員を交え作業を

行いました。清掃場所は学年ごとに分担し、初めはみ

んなためらっていましたが、だんだんと川に慣れ、ご

み拾いをしながら川と親しんでいました。自然に触れ

合う機会が少なくなりつつある中で、自分たちの身近

にある広大な自然と触れ合うことは楽しく、新鮮で良

い体験となりました。

　集まったごみの量は10袋と

なり、可燃、埋立て、ビン・

空き缶に分別し、自分たちの

成果を確認しました。生徒や

職員からは楽しくできたとい

う感想が多く聞かれ、とても

良い活動となりました。

　斑尾川の清掃は、今後も学

校の大切な行事として続けた

いと、生徒は頑張っています。
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頑
張
れ
！

　
　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
�

頑
張
れ
！

　
　

信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
�

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の

活
性
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的

と
し
て
、
長
野
県
民
球
団
「
信
濃

グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
」
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
中
野
市
営
野
球
場
へ

練
習
を
見
に
来
て
い
た
方
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

・
週
に
二
～
三
回
、
見
に
来
て
い

ま
す
。
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
を

中
野
に
呼
ん
だ
こ
と
は
良
い
と
思

い
ま
す
。
選
手
強
化
を
し
て
、
チ

ー
ム
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
中
野
市
出
身
の

選
手
が
出
て
ほ
し
い
で
す
。

（
市
内
／
Ａ
・
Ｓ
さ
ん
）

・
練
習
の
あ
る
月
・
水
・
木
に
は

会
場
に
来
て
い
ま
す
。
長
野
県
民

球
団
が
で
き
た
こ
と
は
良
い
こ
と

で
す
。
も
っ
と
強
い
チ
ー
ム
に
な

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
内
／
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

・
毎
週
一
回
は
来
て
い
ま
す
。
市

で
も
、
で
き
る
だ
け
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
市
外
か
ら
、
夏
休
み
に

練
習
を
見
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
組
ん

で
、
選
手
と
交
流
で
き
る
機
会
を

設
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
内
／
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

・
来
ら
れ
る
時
は
い
つ
も
来
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
頑
張
っ
て
、

中
野
市
を
元
気
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
市
民

全
体
で
応
援
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
し
、
中
野
市
で
の
試
合
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
内
／
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

・
自
主
ト
レ
の
時
か
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。
富
山
、
石
川
で
の

試
合
も
観
戦
し
ま
し
た
。
練
習

の
あ
る
日
は
、
大
町
市
か
ら
車

で
二
時
間
か
け
て
中
野
市
へ
来

て
い
ま
す
。
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ

ー
ズ
の
お
か
げ
で
、
寿
命
が
延

び
た
気
が
す
る
ほ
ど
、
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
大
町
市
／
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

・
日
々
の
練
習
の
成
果
が
試
合

で
ど
の
く
ら
い
出
る
か
、
こ
れ

を
見
る
の
も
面
白
い
で
す
。
こ

こ
は
良
い
場
所
だ
し
、
新
聞
で

見
ま
し
た
が
、
市
民
あ
げ
て
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。

（
大
町
市
／
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

　                                                              

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   53 のメニューで申し込みをお待ちしています

　中野まなびぃ塾は、市が行っている仕事を講座のメニューとして、
市民の皆さんに「知りたい、聞きたい」講座を選んでいただき、市
の職員が講師となって皆さんの地域に出向き、お話をするものです。
　講師料は無料ですので、お気軽にご利用ください。
開催要件　中野市民の方で、５人以上の参加者がいること。
問い合わせ先　市役所生涯学習課生涯学習推進係
　　　　　　　（☎ (22) － 2111　内線 307）			 

　講　座　名 　講　座　名 　講　座　名
１ もしものときに備えて 18 健全な青少年の育成 36 下水道のあらまし

２ 情報公開と個人情報の保護 19 明るい家庭づくり 37 水道事業について

３ これはどこの課へいけばいいの？ 20 親子の健康 38 議会の仕組みと役割

４ 広報誌の作り方 21 ごみの正しい分け方 39 農地の売買・賃借はどうすればいいの

５ 認可地縁団体について 22 中野市の文化芸術活動 40 農業者のための年金

６ 中野市の行政改革 23 交通事故ゼロをめざそう 41 農家の家族経営協定とは

７ 中野市の統計 24 悪質商法にあわないために 42 選挙制度と選挙管理委員会の仕事

８ 中野市総合計画 25 差別のない明るいまちづくり 43 監査委員の役割

９ 中野市地域情報化計画 26 男女共同参画について 44 固定資産評価審査委員会の役割

10 中野市の台所状況 27 中野市の農業 45 教育委員会の仕事

11 市税のあらまし 28 森林の大切さと役割 46 学ぶための援助制度

12 いつまでも健康でいたい 29 観光施設と観光宣伝 47 学校給食と子どもの健康

13 介護保険のしくみ 30 中心市街地のまちづくり 48 生涯学習の推進

14 高齢者がいつまでも元気で暮らす

ための保健福祉サービス

31 中野市内の道路と河川 49 市民みんなの財産 文化財

32 中野市の公園づくり 50 公民館の仕事と分館活動

15 国民健康保険の仕組み 33 中野市の街路事業 51 図書館の仕事と読書推進活動について

16 障害をお持ちの方の自立支援 34 潤いのあるまち並み景観づくり 52 スポーツで健康づくり

17 子育て支援 35 花のまちづくり 53 普通救命講習会

～市が行っている仕事について学びませんか～

生涯学習のマスコット
〈マナビィ〉

　
来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
園

に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入

園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
休
業
の
終
了
な
ど

の
た
め
年
度
途
中
か
ら
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
、
四
月
か
ら
保
育
園

を
移
り
た
い
方
も
こ
の
期
間
中
に

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
を
超
え
て
申
し
込

み
が
あ
っ
た
保
育
園
に
つ
い
て
は

選
考
と
な
り
、
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
十
一
月
一
日
㈭
か
ら

十
五
日
㈭
ま
で

入
園
基
準　

保
護
者
及
び
同
居
の

家
族
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
都
合

に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

児
童

保
育
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
（
土
曜

日
は
正
午
ま
で
）

　
仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
時
間
保

育
が
必
要
な
方
は
、
入
園
申
込
書

と
一
緒
に「
長
時
間
保
育
申
込
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
通
常
保
育
料
の
ほ
か
に
、
長

時
間
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
入
園
を
希
望
し
た
園
で

の
長
時
間
保
育
希
望
者
が
五
人
未

まなびの
　秋だよ

中野まなびぃ塾

７

保 育 園 名 所　在　地 電　　話

み な み 保 育 園 新野335 26－2187

平 野 保 育 園 片塩41 22－6302

西 町 保 育 園 三好町1-6-10 22－3324

松 川 保 育 園 中野1461-1 22－2248

み よ し 保 育 園 三好町2-4-9 22－3244

高 丘 保 育 園 草間1502 22－2731

長 丘 保 育 園 壁田1573-3 22－6390

平 岡 保 育 園 間長瀬497 26－2525

たかやしろ保育園 赤岩1525-2 22－6611

永 田 保 育 園 永江1861 38－2530

豊 井 保 育 園 豊津3079-1 38－2123

私立ひよこ保育園 東山1134-4 24－5155

☆市内保育園の所在地等☆

満
の
と
き
は
、
他
の
保
育
園
に

移
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
園
申
込
書
等　

十
月
二
十
二
日

㈪
か
ら
、
各
保
育
園
、
市
役
所
保

育
課
、
豊
田
支
所
子
ど
も
課
、
各

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用
意
い

た
し
ま
す
。

入
園
申
込
書
受
付
場
所
　
各
保
育

園
、
市
役
所
保
育
課
、
豊
田
支
所

子
ど
も
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
育
課

保
育
係
（
☎

（22）
２
１
１
１
内
線

２
９
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
子
ど

も
課
子
ど
も
係
（
☎

（38）
３
１
１
１

内
線
１
２
５
）

長
時
間
保
育
が
必
要
な
方
は
…

保育園の入園申し込み
     ～受け付けが始まります～

申込期間
　11月１日㈭から15日㈭まで
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中野市教育委員会

－子どもの育ちに寄せる願い－
　前回は、子どもの心身の発達の著しい変化と対応について述べましたが、もう少しこのことを
考えてみたいと思います。

第４章 児童後期の育ち（2）

　
ま
ず
、
こ
の
時
期
は
、
陸
上
競

技
の
三
段
跳
び
に
た
と
え
て
み
る

と
、
第
一
跳
躍
、
ホ
ッ
プ
に
当
た

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
三
段
跳
び
の
一
連
の

動
作
は
、
助
走
・
ホ
ッ
プ
・
ス
テ

ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
・
着
地
と
な
り

ま
す
。
ホ
ッ
プ
は
助
走
の
力
を
最

大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
う
ま
く

ス
テ
ッ
プ
と
ジ
ャ
ン
プ
に
つ
な
い

で
、
最
も
遠
く
ま
で
距
離
を
伸
ば

す
た
め
に
と
て
も
大
切
な
一
歩
で

す
。

　
前
々
回
の
後
半
に
、
木
の
成
長

を
例
と
し
て
、
大
地
に
張
る
根
と

幹
を
育
て
る
こ
と
を
主
眼
に
す
る

こ
と
が
、
子
育
て
の
大
切
な
考
え

方
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま

し
た
。

　
今
回
取
り
上
げ
る
小
学
四
年
前

後
か
ら
六
年
前
後
ま
で
の
児
童
は
、

保
護
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
木

の
枝
振
り(

そ
の
子
の
性
情)

を
見

な
が
ら
、
将
来
の
可
能
性
を
で
き

る
だ
け
多
く
残
し
な
が
ら
、
枝
振

り
を
な
お
し
た
り
落
と
し
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
時

期
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の

時
期
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で
判

断
し
行
動
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け

始
め
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
判
断
や
行
動
の
基
準
は
、
多
く

の
場
合
友
達
や
大
人
の
言
葉
や
行

動
を
、
そ
の
善
し
悪
し
を
そ
れ
ほ

ど
深
く
考
え
ず
、
そ
の
場
の
雰
囲

気
で
、
ま
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
。

　
一
方
、
子
ど
も
の
側
か
ら
す
る

と
、
こ
の
時
期
は
、
保
護
者
や
教

師
に
頼
る
こ
と
な
く
、
自
分
で
意

思
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

面
が
増
え
て
き
て
、
そ
の
中
で
自

分
の
立
場
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
心
を
砕
い
て
い
る
時
期
な
の
で

す
。
そ
し
て
こ
の
頃
か
ら
、
そ
れ

が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
登
校
を

渋
っ
た
り
、
家
に
引
き
こ
も
る
と

い
う
行
動
に
出
る
場
合
も
起
き
て

く
る
の
で
す
。

　
「
子
ど
も
を
持
つ
誰
も
が
で
き

る
最
高
で
最
大
の
事
業
は
子
育
て

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、｢

人
間
の
学
問
の
内
で
、
も
っ
と
も

困
難
で
重
大
な
問
題
は
子
ど
も
の

養
育
と
教
育
に
あ
る｣

と
言
っ
た

人
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え

て
く
る
と
、
次
に
は
こ
う
し
た
児

童
後
期
の
子
ど
も
に
ど
う
向
き
合

っ
た
ら
い
い
の
か
、
と
い
う
課
題

が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
答
え
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

人
類
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
、
子

育
て
の
方
法
は
、
地
域
、
時
代
に

よ
っ
て
異
な
り
、
ど
れ
が
正
し
い

と
言
い
切
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

　
で
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
皆
さ
ん
自

身
が
、
当
時
の
自
分
の
姿
や
仲
間

の
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら
考
え
て

見
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
の
あ
り

方
を
考
え
る
の
が
、
誰
に
で
も
で

き
て
、
大
き
く
間
違
わ
な
い
方
法

だ
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
皆
さ

ん
は
そ
の
時
期
、
必
ず
楽
し
い
思

い
出
や
つ
ら
い
経
験
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
、
大
人
に
な

っ
た
今
振
り
返
っ
た
と
き
、
子
ど

も
の
た
め
に
ど
う
す
る
こ
と
が
良

い
の
か
悪
い
の
か
見
え
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ
い

て
、
友
達
を
含
め
自
分
た
ち
の
児

童
後
期
の
良
か
っ
た
こ
と
悪
か
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
女
の
子
と
男
の
子
と
で
全
体
と

し
て
ど
ち
ら
が
元
気
で
ク
ラ
ス
を

リ
ー
ド
し
ま
し
た
か
。

　
女
の
子
の
様
子
と
男
の
子
の
様

子
は
ど
う
違
い
、
ど
ん
な
ク
ラ
ス

で
し
た
か
。

　　
あ
り
ま
し
た
か
、
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。
ど
ん
な
も
の
で
し
た

か
。
ひ
と
つ
だ
け
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
学
年
が
進
む
に
つ
れ
ど
う
変

化
し
ま
し
た
か
。

　　
ど
ち
ら
の
ほ
う
が
気
に
な
り
ま

し
た
か
。
誰
に
も
話
さ
な
い(

話

せ
な
い)

秘
密
が
で
き
ま
し
た
か
。

相
談
は
誰
と
し
ま
し
た
か
。

　
ど
ん
な
先
生
た
ち
で
し
た
か
。

親
た
ち
と
学
校
と
は
ど
ん
な
関
係

で
し
た
か
。

　
―
―
―
○
―
―
―
○
―
―
―
　

　
こ
こ
ま
で
考
え
て
く
る
と
、
保

護
者
と
し
て
ど
う
す
る
こ
と
が
大

切
か
ぼ
ん
や
り
と
分
か
っ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
後
は
相
談

す
る
と
き
は
相
談
し
て
、
自
分
の

方
法
を
見
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
こ
の
時
期
の
子
ど
も
に
は
、

｢

ま
た
負
け
た
　
親
父
と
孫
の
　

相
撲
取
り｣

と
い
う
保
護
者
と
し

て
の
態
度
も
大
切
な
時
期
で
あ
る

と
い
う
、
そ
ん
な
ゆ
と
り
も
ほ
し

い
も
の
で
す
。

ク
ラ
ス
の
様
子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

自
分
か
ら

夢
中
に
な
っ
た
も
の

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

家
族
と
仲
間(

友
達)

学
校
と
児
童
た
ち

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

高
齢
者
の
皆
さ
ん

お
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
技
能
を
生
か
し
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

短
期
間
、ま
た
は
ち
ょ
っ
と
「
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
時
は
、

ま
ず
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
で
き
る
限
り
応
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
役
割

　
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
り
、
社

会
の
一
員
と
し
て
役
立
つ
こ
と
は

健
康
の
維
持
、
増
進
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　
多
様
な
社
会
活
動
に
参
加
す
る

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
築
き
上
げ
る
た

め
、
大
切
で
必
要
な
こ
と
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
ま
さ
に
そ
の
点
に
あ
り
、

ま
た
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
高
齢

者
の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
実
現
し
、
ひ
い
て
は
医
療
・

介
護
の
財
政
軽
減
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、
福
祉
の

受
け
手
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

積
極
的
に
「
社
会
の
担
い
手
」
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
社
会

に
密
着
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望

に
応
え
た
就
業
を
と
お
し
て
、
自

ら
の
い
き
が
い
、
地
域
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
始
め
、
関

係
者
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
地

域
の
方
々
に
大
変
好
評
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
早
わ
か
り

◎
法
律
に
基
づ
く
、
公
益
的
・
公

共
的
な
団
体
で
す
。

◎
中
野
市
と
山
ノ
内
町
の
広
域
で

設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
原
則

六
十
歳
以
上
の
方
が
会
員
と
し

て
登
録
し
ま
す
。

◎
自
主
的
な
会
員
組
織
で
事
業
の

運
営
に
参
画
し
ま
す
。

◎
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完

成
ま
た
は
遂
行
し
、
そ
の
仕
事

の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受

け
取
り
ま
す
。

 会員はこのような仕事で活躍しています

一般事務・宛名書き・賞状
書き・式次第書き

　定年退職された方などで、今までの経験・
知識を生かしたい方、新しい仲間と豊かな第
二の人生をおくってみたい方、健康で働く意
欲のある方は、事務所へお出かけください。

仕事のお申し込みは、
（社）中野広域シルバー人材センター
事務所　中央２丁目１番 36 号
　　　　（信州中野郵便局・北向い）
電　話　（２３）０４６８
ＦＡＸ　（２３）００４１

　　 平成 18年度実績
会員数　　　 　1,045 名
受注件数　 　　4,097 件
契約金額　 521,823 千円

もみじ荘周辺でボランティア活動（草刈り、草取り）で汗を流す会員

事務筆耕

サービス業務

遺跡発掘・ホテル・旅館業務・
家事援助・介護

専門技術

管理業務

諸業務

経理事務・自動車運転・パ
ソコン・看護師・各種講師

駐車場管理・施設管理・
日直・宿直・倉庫管理

配達・販売・催し物準備・
片付け・ポスター貼り

技能業務

植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張替え・
表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植木の消毒

草取り・草刈り・清掃・除雪・
きのこ作業・農作業

軽 作 業
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植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張
替え・表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植
木の消毒 

   技能業務 
 

 

  

介
護
予
防
の

  

情
報
か
わ
ら
版

Ｑ
．
元
気
も
り
も
り
教
室
に
通
わ

れ
て
、
ど
ん
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
か
。

Ａ
．
七
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
、
足

が
す
ご
く
疲
れ
る
よ
う
に
な
り
、

痛
み
も
あ
っ
て
、
休
み
休
み
で

し
か
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
し
か
し
、
理
学
療
法
士
さ
ん

に
家
で
寝
た
ま
ま
で
も
で
き
る

運
動
を
教
わ
り
、
こ
ま
め
に
体

を
動
か
す
よ
う
に
心
が
け
て
い

た
成
果
が
出
た
の
か
、
今
で
は

坂
道
を
そ
ん
な
に
休
ま
ず
楽
に

歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
運
動
を
続

け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

Ｑ
．
写
真
を
見
て
ど
う
で
し
た
か
。

Ａ
．
首
の
傾
き
が
良
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
写
真
を
見
て
姿
勢
が

良
く
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、

今
は
少
し
で
も
背
筋
を
伸
ば
し

て
良
い
姿
勢
で
い
よ
う
と
心
が

け
て
い
ま
す
。
肩
こ
り
も
軽
く

な
り
ま
し
た
。

　
　
写
真
を
見
た
人
か
ら
も
、「
す

ご
い
ね
」
と
か
、「
や
せ
た
ね
」

と
言
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
教
室
に
通
わ
れ
て
の
感
想
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
プ
ー
ル
で
の
運
動
が
一
番
良

か
っ
た
で
す
。
最
初
は
水
に
抵

抗
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
慣
れ

た
ら
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。
プ
ー
ル
の
後
は
、
足
が
軽

く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、

楽
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話

が
出
来
た
の
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
外
に

出
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
み
な
が
ら
体
も
良
く
な

り
、
運
動
す
る
き
っ
か
け
も
で

き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
足
や
腰
の
痛
み
が
あ

る
方
に
は
ぜ
ひ
、
お
す
す
め
し

た
い
教
室
で
す
。

　  

ス
タ
ッ
フ
か
ら

　
日
ご
ろ
、
背
骨
が
右
側
に
傾
い

た
姿
勢
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、

背
骨
を
支
え
る
筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
首

も
傾
き
、
転
び
や
す
い
状
態
で
し

た
。
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、

①
歩
く
速
度
が
速
く
な
り
、
②
歩

幅
が
広
が
り
、
③
段
差
を
昇
る
力

が
つ
き
、
④
姿
勢
が
良
く
な
っ
た

と
い
う
効
果
が
表
れ
ま
し
た
。
　

普
段
使
わ
な
い
背
中
や
お
腹
の
筋

肉
が
鍛
え
ら
れ
た
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
、

心
も
身
体
も
充
実
し
て
元
気
に
な

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

元
気
に
年
を
重
ね
る
た
め
に
　

　
　
　
　
　
　
　

～
元
気
も
り
も
り
教
室
～

高

　

笑
顔
で
元
気
に
　

　
　

～
南
永
江
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
ご
紹
介
～

毎

元気な地域づくりのお手伝いをさせていただきます

問
い
合
わ
せ
先
　
中
野
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

２
１
１
１
内
線
３
６
６
）

教室前

　
　
　
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
、

　
　
　
南
永
江
交
流
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
は
、
六
十
代
か
ら
九
十
代

の
方
達
が
「
た
ま
に
ゃ
寄
り
合
っ

て
お
茶
で
も
飲
ま
ね
か
い
」
と
集

ま
り
、
話
し
て
笑
っ
て
楽
し
い
時

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
南
永
江
の
老
人
大

学
卒
業
生
の
仲
間
、
西
沢
英
美

さ
ん
（
七
十
六
歳
）、
松
本
志
奈

子
さ
ん
（
七
十
六
歳
）、
松
本
み

や
子
さ
ん
（
七
十
二
歳
）、
吉
川

喜
美
子
さ
ん
（
七
十
六
歳
）
の
四

人
が
発
起
人
に
な
っ
て
、「
老
人

大
学
で
自
分
た
ち
が
教
わ
っ
た
事

を
地
域
の
人
に
伝
え
て
生
か
し
て
、

み
ん
な
で
元
気
に
暮
ら
し
て
も
ら

お
う
」
と
始
め
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
交
流
セ
ン
タ
ー
が
で

き
た
こ
と
も
き
っ
か
け
で
、
平
成

十
六
年
四
月
か
ら
始
め
た
そ
う
で

す
。

　「
お
茶
飲
み
の
会
さ
」
と
話
す

西
沢
英
美
さ
ん
で
す
が
、
毎
回
、

歌
に
合
わ
せ
て
や
る
軽
体
操
の
ほ

か
に
、
勉
強
や
ゲ
ー
ム
も
考
え
、

工
夫
し
て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で

す
。
今
回
、
参
加
者
の
声
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。

○
「
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

講
師
さ
ん
に
こ
ね
つ
け
を
習
っ

た
り
、
中
国
か
ら
来
た
お
嫁
さ

ん
に
本
場
の
水
餃
子
を
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
、
自
分
と
違

う
や
り
方
が
解
っ
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
国
際
交
流
も
で
き

て
良
か
っ
た
。
と
て
も
楽
し
く

感
じ
ま
し
た
。
普
段
は
三
十
人

く
ら
い
だ
け
れ
ど
、
料
理
の
時

は
若
い
人
も
集
ま
っ
て
に
ぎ
や

か
に
な
り
ま
す
。」

○
「
毎
日
い
ろ
い
ろ
忙
し
い
け
れ

ど
、
こ
の
会
だ
け
は
休
ま
ず
参

加
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
顔

を
見
る
だ
け
で
も
楽
し
み
。」

○
「
あ
ま
り
出
か
け
る
こ
と
は
な

い
の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
人
と
会
っ

て
話
す
と
楽
し
い
。
折
り
紙
を

教
え
た
り
、
他
で
教
わ
っ
た
簡

単
な
お
や
つ
の
作
り
方
を
教
え

た
り
し
て
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
や
っ
て
お
茶
飲
み
す

る
の
が
何
よ
り
な
ん
だ
。
役
員

さ
ん
は
大
変
だ
ろ
う
け
ど
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。」

　
昨
年
の
老
人
大
学
の
卒
業
生
も

加
わ
っ
て
企
画
に
参
加
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
は
男
性
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
、
ま
す
ま
す
会
を

盛
り
上
げ
て
行
こ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
介
護
予
防
は
、
自
分
が
自
分
で

努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
人
が

や
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
仲
間
の
集
い
に
出
か
け
て
、

自
分
た
ち
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、「
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て

老
後
を
い
き
い
き
暮
ら
す
こ
と
」

が
こ
の
会
の
目
的
で
す
。

　
南
永
江
以
外
の
地
域
で
も
い
き

い
き
サ
ロ
ン
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
出
来
る
」「
地

域
の
元
気
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と

を
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
る
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
無
理
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
で
は
長
続
き
し
ま
せ

ん
。
姿
勢
が
よ
く
な
っ
て
若
返
っ

た
気
が
す
る
、
「
年
だ
か
ら
で
き

な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
い
た
こ
と

が
意
外
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、

久
し
ぶ
り
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の

会
話
を
楽
し
ん
だ
、
他
の
人
の
体

調
を
気
遣
っ
た
り
、
助
け
合
っ
た

り
し
て
、
「
生
き
る
っ
て
悪
く

な
い
な
。
」
と
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た････････

。
介
護
予
防
っ
て
、

「
寝
た
き
り
防
止
」
と
い
う
意
味

だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　
さ
あ
、
今
ま
で
あ
ま
り
使
っ
て

こ
な
か
っ
た
筋
肉
を
刺
激
し
て
、

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

教室後

　
　
　
齢
に
な
る
と
、
心
身
に
不
具
合
も
出
て
き
ま
す
が
、
歳
を
と
っ
て
も
今
ま
で
以
上
に
趣
味
や

　
　
　
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、「
も
う

　
　
　
歳
だ
か
ら
…
」
と
あ
き
ら
め
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）
が
中
心
に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
や
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
暮

ら
す
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
南
永
江
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
、
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
の
を
予
防
す
る
運
動
の
教
室

（
元
気
も
り
も
り
教
室
）
に
参
加
さ
れ
た
、栗
林
マ
サ
エ
さ
ん
（
七
十
三
歳
）
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



平成19年度中野市合同金婚式

▲褒状と記念品が贈られました

子育て講演会

▲学んで考える良い機会になりました

地域づくりフォーラムｉｎ中野
▼約100名が参加し、会場は満員となりました

屋外広告物表示禁止物件の一斉点検

▼道路に落ちている空き缶、ごみ拾いも行いました

中野市建設業協会ボランティア活動

▼グラウンドがきれいになりました

　敬老の日の９月17日、高齢者祝品贈呈が行われました。
当日は、青木市長はじめ、市の理事者、市職員が祝品贈
呈の対象となられた皆さんの各家庭に訪問し、祝状、祝
品をお渡しして長寿を祝いました。
　今年、市内で88歳（米寿）を迎えられる皆さんは、
211人、99歳以上の皆さんは30人いらっしゃいます。
　また、開催時期はそれぞれですが、各地区では地区敬
老会が行われ、長寿をお祝いしました。

高齢者祝品贈呈

▲ 102歳を迎えた松澤なりさん（上今井）

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成19年10月号21 平成19年10月号 20

　９月26日、アップルシティーなかのにおいて、平成19
年度中野市合同金婚式を開催しました。
　今回、金婚式を迎えられたご夫婦は、昭和32年に婚姻
された皆さんなどで、お申し込みいただいた102組のう
ち92組が出席される中、青木市長から褒状が一組一組に
手渡され、これまで苦楽をともにしてきた50年間をねぎ
らい、これからも、夫婦揃って元気で過ごせることを願
いお祝いしました。

　９月21日、中央公民館において、子育て講演会「小児
救急医療講座～上手な病院へのかかり方」が開催されま
した。当日は、講師に北信総合病院小児科部長久保徹夫
先生をお迎えして、子どもの病気への対応方法や、小児
医療の現状についてのお話しがありました。また、講演
会に先立ち、岳南広域消防本部から救急搬送の現状につ
いてのお話しもあり、参加された皆さんは、いざという
とき役に立つよう熱心に受講されていました。

　９月11日、市民会館41号会議室において㈶日本体育協
会主催による「地域づくりフォーラムin中野～スポーツ
クラブによる元気なまちづくり」が開催されました。こ
のフォーラムは、子どもから高齢者まで、誰もがいつで
も参加できる総合型地域スポーツクラブの育成を推進し
ていくことを目的に開かれたものです。当日は、信濃グ
ランセローズの木田勇監督による講演や、総合型地域ス
ポーツクラブの先進事例発表が行われました。

　９月10日、市内において屋外広告物表示禁止物件の一
斉点検を実施しました。当日は、関係団体の皆さんと市
職員により、屋外広告物の表示が禁止されている、電柱、
ガードレール、信号機、道路標識、カーブミラーなどに
広告物が貼られていないか点検を行いました。
　この点検は、県が毎年９月10日（屋外広告の日）から
19日まで実施している「屋外広告物適正化旬間」の活動
の一環として行ったものです。

　９月12日、中野市建設業協会の皆さんによるボラン
ティア活動の一環として、平岡小学校のグラウンド整備
が行われました。当日は、約30社から30名の皆さんが参
加し、凸凹だったグラウンドを、モータグレーダやタイ
ヤローラなどの重機や人力によって、土・砂を敷きなら
し転圧を行いました。この活動は、作業風景を小学生に
見てもらい、建設業を身近に感じてもらえることを目的
に行われました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：hisho@city.nakano.nagano.jp

新しいグラウンドで運動会！
　９月15日と22日、市内の各小学校において運動会が
開かれました。表紙の写真は、このたび、グラウンド
が整備された中野小学校での運動会を撮影したもので
す。両日とも、強い日差しの中ではありましたが、来
賓や保護者などの応援も飛びかう中、綱引きや騎馬
戦、大玉送りや組体操など、子どもたちは精一杯元気
良く頑張っていました。（右の写真／永田小学校）

表紙の説明
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地域を知ろう！

中野めぐり No.�

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　東松川区では、区民が集える交流の場と
して、また、明るい地域・新しい地域づく
りをしていこうと、今年、コミュニティ事
業を活用して神楽等を整備し、初めての区
民祭を開催しました。様々な交流を深める
ことで、いざという時に、お互いの力にな
るような輪を広げていきたいと思います。

○▲北向厄除観世音。安
政６年建立。付近には
100の庚申塔が並ぶ。

○▲天満宮。３月の祭日
には、小学生が書いた
のぼりが並べられる。

○▲東松川公会堂で９月24日、
区民の交流を深めようと初めて
開催された区民祭の様子。

○▲江部神社。秋祭りの初日の夜
には、青獅子の舞や演芸大会な
どが盛大に開催される。

東
ひがしまつかわ

松川区
永田地区

豊津地区

上今井
　地区

長
丘
地
区

高丘
地区

延徳
地区

科野
地区

  倭地区

平岡
地区

平野
地区

中
野
地
区

　３月には天満宮のお祭りや長寿会主催に
よる観音様の法要、９月には秋祭りや分館
主催による敬老会、１月にはどんど焼きと
いったように、さまざまな行事を行ってい
ます。また、７月には集中豪雨に備えて、
区民総出により「権現の木川」の河川清掃
も行っています。

東
ひがしえべ

江部区

日野
地区

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
「
陽

だ
ま
り
　
南
水
」
と
い
う
和
梨
を
出
荷

さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
高
橋
曉
さ
ん

に
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
和
梨
（
南
水)
十
㌃
、
洋
梨
三
十
五

㌃
、
リ
ン
ゴ
六
十
㌃
、
モ
モ
三
十
五
㌃
、

水
稲
三
十
㌃
作
っ
て
い
ま
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　
和
梨
（
南
水)

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

グ
ル
ー
プ
全
員
で
安
全
安
心
な
生
産

方
式
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
商
品
規
格

の
統
一
化
や
、
人
に
も
環
境
に
も
や
さ

し
い
農
業
の
実
践
に
よ
っ
て
、
お
客
様

に
商
品
を
安
心
し
て
購
入
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
で
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
土
壌
診
断
を
行
い
良
質
な
た
い
肥
を

使
っ
た
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
か
ら
有

機
質
肥
料
へ
の
代
替
、
除
草
剤
を
減
ら

す
減
農
薬
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　
年
に
何
度
か
グ
ル
ー
プ
内
の
お
互
い

の
園
地
を
み
て
回
り
、
生
産
に
対
す
る

基
準
の
確
認
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　「
陽
だ
ま
り
　
南
水
」
が
ブ
ラ
ン
ド

に
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く
り
で
す
。

○
最
後
に
一
言

　「
陽
だ
ま
り
　
南
水
」
は
糖
度
が

十
四
度
以
上
で
大
変
甘
く
て
お
い
し
い

梨
で
す
が
、
県
外
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
オ
ラ
ン
チ
ェ
、
Ｊ
Ａ
平
岡

共
撰
所
な
ど
で
、南
水
（
一
㌔
袋
詰
め
）

が
九
月
下
旬
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

南
水
が
「  

陽
だ
ま
り  

」
ブ
ラ
ン
ド
の
試
金
石
と
な
れ
ば
い
い
で
す
ね

高橋　暁　さん
たかはし　さとし　　（田麦）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

10
月
17
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　(☎ (22)2111 内線 253）

®

®

®

®

※

　※陽だまり…ＪＡ中野市のこだわり農産物の商標名

Ｎｏ . １

①自己紹介　
　長野市内の美容室で働いていましたが、
中野市内に移り住み５年前に美容室を開業
しました。現在は、中野市女性消防団の団
員として活動しています。また、８月の県
大会でのポンプ操法のデモンストレーショ
ンも行いました。
②今後チャレンジしたいこと
　ボランティアとして地域の方の役に立て
ることができればと思います。
③これからの街づくりに望むこと
　文化面を一層充実させるためにも、新た
な市民会館が早くできればいいと思います。

馬 場  和 恵 さん

信濃グランセローズ
　　木田勇監督から紹介された

（自営業・西笠原）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.30

　　

中野小学校　６年
種村　祐香さん

　
私
は
今
、
ク
ラ
ス
で
公
式

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
四
年
生
の
時
に
初
め
て

先
生
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
は

興
味
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
で
一
緒
に
練
習

し
て
い
っ
た
ら
お
も
し
ろ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
公
式
ル
ー

ル
を
覚
え
る
の
が
と
て
も
大
変

で
、
練
習
で
は
先
生
に
お
こ
ら

れ
悔
し
く
て
泣
い
て
し
ま
い
、

つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
何

度
か
試
合
に
出
場
し
て
、
ま
だ

一
度
し
か
勝
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
年
は
最
後
な
の
で

絶
対
勝
ち
た
い
で
す
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
三
年
間
続

け
て
き
て
、
心
も
体
も
強
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

で
も
、
も
っ
と
も
っ
と
色
々
な

事
に
挑
戦
し
た
り
、
友
達
を
た

く
さ
ん
つ
く
っ
た
り
、
勉
強
を

一
生
け
ん
命
し
て
、
自
分
を
成

長
さ
せ
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
た
く
さ
ん
あ
っ

て
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
け
れ

ど
、
人
の
た
め
に
活
や
く
で
き

る
よ
う
な
や
さ
し
い
人
に
な
り

た
い
で
す
。
目
標
に
向
か
っ
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

No. １

人のために活やくできるような
　　　　　　　やさしい人になりたい

問
題

平
成
18
年
度
決
算
に
お
け

る
一
般
会
計
の
歳
出
額
は

●
●
●
億
●
●
●
●
万
円



くらしの情報くらしの情報 10月は３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）推進月間です。資源は大切に！
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可燃ごみ・埋立ごみ有料化、プラスチック製容器包装の分別収集が今月から始まりました。ご協力を！

全国地域安全運動の実施

福祉事務所職員を
装った

不審な訪問に
注意してください

環境にやさしい買い物
キャンペーン

文化財研修参加者募集

ながの電子申請サービスが始まります
　市では期間中、次の日程で巡回相談所を開設いたしま
す。相談は無料で秘密は固く守られますので、この機会
にお気軽にご相談ください。
（中野地域）
期日　10月15日㈪
時間　13：00～16：00
会場　北部公民館
行政相談委員　西澤君生さん(新保)、山田忠延さん(柳沢)
問　庶務課庶務文書係（内線211）

（豊田地域）
期日　10月15日㈪
時間　９：00～11：30
会場　永田窓口サービスステーション　
行政相談委員　松野冨子さん（永江）
問　豊田支所総務課庶務係　（内線116）

※月１回、中野地域では市民会館で、豊田地域は豊田支
所において、行政相談所を開設しています。

中野市国民健康保険
保険証の内容確認を

秋の行政相談週間

　身体の不自由な人（身体障害者手
帳および戦傷病者手帳をお持ちの
方）が使用している補装具（肢体装
具）の修理を行います。事前に修理
内容を把握するため、希望する方は、
10月19日㈮までに福祉課障害福祉係
までご連絡ください。
日時　11月８日㈭　10：00～13：00
会場　市民会館45号会議室
持ち物　補装具、障害者手帳等、印鑑
費用　直接お問い合わせください。
問　福祉課障害福祉係（内線294）

補装具の修理

第３回中野市ビーチボー
ルバレー大会参加者募集

巡回行政相談所開設
　市では、長野県と県内市町村と共同で10月から各種
申請の受付をインターネット上からでも可能となる「な
がの電子申請サービス」を開始します。
　今回電子申請サービスを開始する手続は、
「中野まなびぃ塾講師派遣申請」
「中山晋平記念館観覧申込」
「高野辰之記念館観覧申込」
「中野陣屋前広場使用許可申請」
「コンポストアドバイザー依頼申請」

の５つの申請になります。
　今後、電子申請ができる手続を増やしていく予定です。
　電子申請サービスを開始する手続やインターネット上
からの申請方法等詳細については、中野市ホームページ
（http://www.city.nakano.nagano.jp）のトップページ
から「ながの電子申請サービス」のバナーをクリックし
てください。
　詳しくは、政策情報課情報係（内線217）までお問い
合わせください。

　10月から国民健康保険の保険証
カードが、一般用は藤色、退職者用
は黄色に変わり、先月下旬に送付し
ました。
　就職先の健康保険に加入した方や、
学校を卒業し他の市町村に住所があ
る方で、まだ国民健康保険証カード
が送付された方など、内容に異動が
ある場合は、異動する人の保険証を
持参し届出をしてください。なお、
世帯主変更や住所変更の場合は、国
保に加入する世帯全員分の保険証を
添えて市役所窓口で手続きをお願い
します。
　また、保険証の大きさが小さくな
っています。紛失には十分ご注意く
ださい。
問　福祉課国保医療係（内線296）
または豊田支所健康福祉課福祉係
（内線121）

　10月 15日㈪から21日㈰までの
一週間は、「秋の行政相談週間」です。
　行政相談は、国や県、市などが行っ
ている仕事についての苦情や要望・
意見などを皆さんからお聴きして、
その解決や実現を目指す制度で、総
務大臣から委嘱を受けた行政相談委
員が相談に応じるものです。

期日　10月19日㈮
時間　受付…午後６時15分～、開会
式…午後６時45分～、ゲーム開始…
午後７時～
会場　中野市民体育館
競技部門　①一般女子の部、②男女
混合の部、③ファミリーの部
※③の参加チームが少数の場合、②
と種目を統合して競技を行います。
チーム編成条件等
①市内に在住、在勤、在学する方で
　構成すること
②選手及び交代要員を含め、８名以
　内とすること
③１人で２チーム以上に参加するこ
　はできない

④男女混合の部は、女性２名以上が
　プレーすること
⑤ファミリーの部は、30歳以上の　
男女各１名、小学生以下（性別問
わず）２名がプレーすること
参加費　無料
申込締切　10月12日㈮
※定数になり次第、募集を終了いた
　します。
問・申込　市民体育館内スポーツ振
興課　☎(26)３５７２

対象者　年齢20歳以上の県内にお住
まいの方（消費者問題に関心のある
方）
受講期間　11月～平成20年１月(延
べ６日間、24時間)
会場　長野消費生活センター
　　(長野市大字中御所字岡田98-1)
受講料　無料
募集期間　10月12日㈮まで
応募方法　次の事項を市役所市民課
生活交通安全係までご連絡ください。
①「消費生活大学受講希望」
②郵便番号、住所、氏名(ふりがな)、
　年齢、電話番号
③消費者団体に所属している場合は、
　その団体名
④過去の消費生活大学受講の有無
問　市民課生活交通安全係（内線
238）または豊田支所市民環境課市
民環境係（内線135）

消費生活大学受講生募集

　高齢者宅を訪問し、「病院でか
かった医療費の５万６千円を返すた
めに、手数料２万円を払ってほしい。
お金は明日持って来る。」などと話
してお金をだましとられる事例が発
生しています。
　市福祉課では、医療費等の給付金
を個人宅を訪問して支払ったり、手
数料を求めたりすることは行ってい
ません。
　このようなときは、市役所福祉課
厚生保護係(内線295)または豊田支
所健康福祉課福祉係(38-3111)まで
ご連絡ください。

期間　10月11日(木)～20日(土)
《10月11日は「安全・安心なまち
づくりの日」です》
スローガン
「登下校　安全見守る　地域の目」
「みんなで　つくろう　安心の街」
活動重点
◆子どもの犯罪被害防止◆住宅を対
象とする侵入犯罪の防止◆自転車の
盗難防止◆車上ねらい・器物損壊
(車両対象)の被害防止

　このキャンペーンは、『環境に配
慮した商品やサービスの選択・購
入』や『レジ袋削減』など、身近な
買い物をとおして環境に配慮したラ
イフスタイルについて考え、実践し
ていこうというものです。
　エコマークなどの環境ラベルを集
めて応募すると、「もったいないエ
コバッグ」が抽選で当たる懸賞も実
施します。
期間　10月１日㈪～31日㈬
※詳しくは、ホームページで
http://www.pref .nagano. jp/
seikan/kankyo/kaimono/
問　信州豊かな環境づくり県民会議
事務局（県環境政策課企画係）
☎０２６(253)７１６９

　今回は、信濃を代表する２人の武
将、村上義清と真田幸隆にまつわる
史跡・歴史資料を見学し、両氏の生
涯を辿ります。
日時　10月12日㈮　９：00～17：00
参加費　1,150円（昼食代込）
募集期限　10月10日㈬まで
定員　38名(定員になり次第締切)
問　歴史民俗資料館
　　☎(22)２００５

第６回交流料理教室
参加者募集
　日本にある食材でおいしいブラジ
ル料理を作ります。料理を通じて国
際交流も楽しめます。
日時　10月25日㈭　10：00～13：00
会場　豊田人権センター
講師　横谷マリアさん
費用　500円(材料費)
定員　15名
申込期限　10月23日㈫
問　豊田人権センター
　　☎(38)３５２２

第７回交流料理教室
参加者募集
　季節に合わせた栄養バランスのと
れた食事を作ります。
日時　11月13日㈫　10：00～13：00
会場　豊田人権センター
講師　食生活改善推進協議会
費用　500円(材料費)
定員　15名
申込期限　11月９日(金)
問　豊田人権センター
　　☎(38)３５２２

オータムジャンボ宝くじ
　宝くじの収益金は、市町村の明る
く住み良いまちづくりなどに生かさ
れています。
発売期間　10月19日㈮
抽選日　10月24日㈬
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使用期間の長い家電製品を使用するときは、必ず点検を実施しましょう。

　長野県に関する豊富な統計資料等
を掲載した県民手帳の予約を受け付
けています。
価格　500円（税込）
仕様　サイズ13.8cm×7.8cm、　
　　　総頁数292ページ
予約締切　10月15日㈪
発送　11月中旬～（予定）
※現在、各区においても回覧により
　予約を受け付けています。
問　政策情報課統計交流係(内線217)

販売品(定価)　・農業日誌・ファミ
リー日誌（各１冊1,400円）
・新農家暦（１冊480円）
予約締切　10月31日（水）
問・□申　農政課農政振興係(内線253)

　さまざまな事情により保護者の養
育を受けられないお子さんがいます。
　そんなお子さんを、家族の一員と
して迎え入れ、あたたかい愛情と家
庭的雰囲気のもとで育てていただけ
る方を募集しています。
　里親には４種類あり、種類によっ
て期間が変わってきます。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　長野県中央児童相談所
　　☎０２６（228）０４４１

平成 20 年版県民手帳

平成 20 年版農業日誌

長野盲学校 学校開放身体障害者パソコン講座
受講生募集

特定疾病患者等激励金支給について
　市では、11 月１日現在で中野市に住所のある特定疾
患医療受給者の方、小児慢性特定疾患医療受給者の方お
よび人工透析患者の方に、中野市特定疾病患者等激励金
として、年額１万円を支給しております。
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、次の
書類の写しを添付して提出してください。
人工透析患者の方：各健康保険機関が発行する特定疾病
療養受療証
特定疾患医療受給者の方：特定疾患医療受給者証

小児慢性特定疾患医療受給者の方：小児慢性特定疾患医
療受診券
提出期限　11 月１日㈭まで
支給の条件　中野市高齢者および重度身体障害者通院費
等助成事業、中野市介護サービス利用奨励給付金支給事
業、中野市重度心身障害児 ( 者 ) 介護慰労金支給事業の
対象者は、この激励金の支給対象者から除かれます。
問　福祉課障害福祉係（内線 294）または
　　豊田支所健康福祉課福祉係（内線 126）

日時　11月８日㈭　13:30～15:30
会場　アップルシティーなかの
参加事業所　中野市以北の事業所、
約24社を予定。
内容　複数の事業所の人事担当者と
直接面接できるほか、採用条件等の
相談を受けることができます。
問　飯山公共職業安定所
　　☎０２６９(62)８６０９

きたしなの地域
就職面接相談会

北信地域合同就職面接会

行政書士無料相談会

県下一斉「司法書士
無料法律相談所」

谷街道景観展〈信州中野は風林花山〉
　谷街道は、千曲市の稲荷山を起点に、中野市内を縦断
し、栄村の志久見を経て新潟県へと続く道です。
　県内の谷街道沿いの歴史・自然景観を中心とした写真
展を開催しますので、ご来場ください。
期間　10月10日㈬～21日㈰（火曜日休館）
時間　10：00～18：00　※21日㈰は17：00まで
会場　中野陣屋･県庁記念館
問　中野市景観･美化推進協議会
　　（都市計画課内・内線273）

日時　10月13日㈯　13：30から
会場　高野辰之記念館（展示室）
出演者　大石亜矢子さん(ソプラノ・ピアノ)
大石さんは、武蔵野音楽大学声音科を卒業し、各地のコ
ンサートにアイメイト(盲導犬)の「セロシア」と共に出
演しています。
曲目（予定）　アベマリア、帰省、千の風になって、ジ
ブリソングメドレー、高野辰之作品集　他
問　高野辰之記念館　☎ (38) ３０７０

高野辰之記念館もみじコンサート

“安全は一人一人の意識から 安心は人のつながり地域から”　10月は「街頭犯罪等抑止総合対策月間」です。

期日　10月26日㈮
受付時間　12：00～15：30
会場　メルパルク長野（入場無料）
対象者　新規学卒者の方（平成20年
３月に大学等卒業予定者）、若年者
（おむね35歳未満の一般求職者）、
Ｕ・Ｉターン希望者
参加企業　北信地域有力企業約110社
※詳しくは、お問い合わせください。
問　 ( 独)雇用・能力開発機構長野
センター　☎０２６(243)１２９０

期日　10月13日㈯
時間　10：00～16：00
会場　市民会館44号会議室
相談内容　相続手続や契約書の作成、
農地転用や建設業許可などの官公署
手続、家庭内のことなど、どんなこ

とでも相談に応じます。
※秘密は厳守します。
問　県行政書士会北信支部
　　☎ (26) ５９８６（高田）

期日　10月14日㈰
時間　９：00～12：00
会場　市民会館会議室
予約受付　10月10日㈬まで
９：00～12：30（土日祝日除く）
問・予約受付電話
　　☎０２６９(63)２７０３

10 月は労働保険
適用促進月間
　労働保険(労災保険と雇用保険)は、
業種や事業規模の大小にかかわら
ず、労働者を１人でも雇用する場合
は、必ず加入しなければならない国
の制度です。
問　飯山公共職業安定所
　　☎０２６９(62) ８６０９

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　11月３日㈯
時間　13：00～16：00
会場　市民会館44号会議室

相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０２６９(62) ２３０２

Ｑ. 裁判員となるために仕事を休む  
　ことはできますか？また、仕事を
　休んだことで会社から解雇される
　ようなことはありませんか？
Ａ. 裁判員となるために必要な休み
　をとることは、法律で認められて
　いますし、会社が解雇などの不利
　益な扱いをすることは法律で禁止
　されています。
Ｑ. トラブルに巻き込まれませんか？
Ａ. 裁判員は，法律で守られていま
　すので、安心してください。裁判
　員の名前や住所などは，公表しま
　せん。話合い（評議）の際にどの
　裁判員がどんな意見を言ったかは、
　明らかにされません。裁判員やそ
　の親族を守るための法律が設けら
　れています。さらに、裁判員の関
　与が非常に難しいような例外的な
　事件は、裁判官だけで裁判を行う
　配慮もされています。
詳しくは、
長野地方裁判所ホームページをご覧
ください。
http://www.courts.go.jp/nagano/

（キーワード「長野地裁」でも検索
できます。）

裁判員制度⑤（最終回）

～平成21年５月までに始まります～

里親募集

　視覚障害児童生徒の日常学習の様
子を地域の方々をはじめ広く一般の
方に公開し、視覚障害や盲学校教育
について理解をしていただくために、
学校開放を行います。
期日　10月19日㈮
時間　９：00～12：30
会場　長野県長野盲学校
　　　（長野市北尾張部321）
公開内容　授業公開、学校紹介、教
育相談、教材教具・学習機器・視覚
障害者用生活用品の展示
問　長野県長野盲学校
　　☎０２６(243)７７８９

　講座は、受講生の希望に沿って日
程やカリキュラムを計画し、個別指
導が受けられます。また、専用のソ
フトや特殊なマウス、キーボードも
用意してあります。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　中野地域職業訓練センター
　　☎(23)３００５

　コンポスト化施設により製造した
肥料なかの「おすみちゃん」の販売が
あります。皆さんぜひご利用ください。
10月の販売日
10日㈬、21日㈰、31日㈬
販売価格（税込み）　
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)
1,500円、バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日
の10日前までに必ず予約をしてく
ださい。
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　9：00 ～ 12：00 
問　上下水道課下水道係（内線 283）
または豊田支所上下水道係（内線 163）

なかの「おすみちゃん」販売

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《10 月の実施日程》

　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　14日㈰、20日㈯、27日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
　　　　　※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　10日㈬、24日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　13：30から概ね２時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間には
対象区域に近づかないようご協力を
お願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事
務局（市役所農政課内・内線２５１、
有線２０６４４）
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　13：30 ～ 16：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　13：30 ～ 15：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

結婚相談
日時　毎月第１・３日曜日　14：00 ～ 16：00
会場　中野人権センター
問☎　福祉ふれあいセンター（26-3111）

行政相談
【中野地域】日時　11月９日(金)　13：00～16：00
　　　　　　会場　市民会館44号
【豊田地域】日時　11月12日(月)　９：00～11：30
　　　　　　会場　豊田支所　相談室
問☎　庶務課庶務文書係 ( 内線 211)
※毎月10日頃に行います

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）９：00 ～ 17：00
　　　（面接）９：00 ～ 13：00
会場　人権センター（☎ 23-4810）

交通事故巡回相談
日時　毎月第３木曜日　10：00 ～ 15：00
会場　北信地方事務所（☎ 23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　14：00 ～ 16：00
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　８：30 ～ 17：00
会場　南宮庁舎職業相談室（☎ 23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　市役所内　子ども相談室（内線 278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　10：00 ～ 11：00
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　（☎ 22-2259）

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
電話番号　２３－３１９１

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽ご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日
 ☎ 22-2005

常設展「中野市の歴史と文化」　10月28日㈰まで
中野市の旧石器時代から明治時代までの歴史や文化
をわかりやすく展示、紹介します。
第26回　礰珉展　11月3日㈯～25日㈰
風土に根ざした新たな美の創造を根ざす郷土の美術
作品を展示します。
中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム

 ㊡月曜日
 ☎ 22-4801

常設展「画家の観た風景」　10月28日㈰まで
館収蔵版画の中から日本や外国の風景を中心に展示
します。
企画展「一本木の地に生きた作家展　土屋貢・原山
富雄・山田晃」　11月2日㈮～12月24日㈪
中野市一本木で制作を続けた３人の作家の受賞作品
を中心に展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日
 ☎ 23-2718

谷街道・景観展＜信州中野は風林花山＞
10月10日㈬～21日㈰
「50年前に私たちが描いた町」絵巻展
10月８日㈪～22日㈪
第5回西部写遊会写真展「四季光彩」
10月22日㈪～11月５日㈪

展示
歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」
☎０５７０－０５－１１６５

国民年金の任意加入
制度について

　国民年金は、20 歳から 60 歳まで加入が義務付
けられていますが、希望すれば 65 歳までの間、
任意加入ができます。
●任意加入の対象者は？ (すべての条件を満たす方 )
①国内に住所を有する 60 歳以上 65 歳未満の方
②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない方
③ 20 歳から 60 歳までの保険料納付月数が 480 月
　未満の方
※昭和 40 年４月１日以前生まれの方で、受給資
　格期間 25 年を満たしていない方は、特例的に
　70 歳まで任意加入できます。
●毎月の保険料は？
　保険料は、月額 14,100 円 ( 平成 19 年度 ) です。
前払いにより割引される前納制度や口座振替早割
制度もあります。
●付加保険料も納めることができます
　毎月の保険料に月額 400 円の保険料を上乗せ
して納めると、納めた月数× 200 円（年額）の
金額を老齢基礎年金に上乗せされて受け取ること
ができます。

平成19年８月28日～９月11日
●園児の絵本購入のため（たかやしろ保育園）
　図書カード（２万円）
　＜科野地区社会福祉協議会様＞
●災害復興義援金として、
　現金（２万円）
　＜姫路中央ライオンズクラブ様＞

ご寄付　ありがとうございました

◎今月は木づかい推進月間です
　木づかい運動とは、国産材を皆さんにより広く
利用していただくため、林野庁が 2005 年に始め、
毎年 10 月を木づかい推進月間としたものです。
　日本には、人工林を中心とする森林資源があり
ますが、その木材自給率は約２割と低く、森林の
荒廃や間伐の遅れにつながっています。
　また、地球温暖化対策として、温室効果ガスの
ひとつである二酸化炭素 (CO2) を長期に渡って吸
収・固定する木材の利用が注目されています。
　国産材利用の意義を広め、山村を活性化し、広
い実需につなげることで、これらの課題に対応し、
二酸化炭素をたっぷり吸収する元気な森林づくり
に、皆さまのご協力をお願いします。
◎一緒に地球温暖化防止に取組みませんか！
　県では、地域での温暖化対策を支援するための
地域活動の旗振り役・先導者として「長野県地球
温暖化防止活動推進員」を募集しています。
応募期限　10 月 12 日㈮
お問い合わせ先・応募先　長野県環境政策課
☎ 026-235-7022　http://www.pref.nagano.jp/
　seikan/kankyo/ondan/suisinin/bosyuu.htm

シリーズ 地球温暖化防止⑲

★肘掛け座椅子★ローラーブレード★スキーセッ
ト★大人用三輪車★テニスラケット★子供服(女
の子用)★五月人形★プリンター・スキャナー
★食器棚★タイヤチェーン★破魔矢★水槽(飼育
セット付)★ノートパソコン★鏡台★大正琴★布
団★天ぷら鍋★エレクトーン★アマチュア無線機
★冷蔵庫★味噌桶★人形ケース

★ラジカセ★ＣＤラジカセ★ＭＤコンポ★三味線
★車イス★バトミントンラケット★ノートパソコ
ン★スノーシュー★かんじき★カーオーディオ★
窓用クーラー★電動自転車★子供服（双子の男の
子用・一才の女の子用）★テレビ★車用スピー
カー（屋根設置）★ガスコンロ★幼児用自転車★
溶接機★戦隊モノ玩具★ビデオデッキ★こたつ布
団
申し込み先　市民課生活交通安全係（内線238）
問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）または
豊田支所市民環境課市民環境係（内線135）

ゆずってください

ゆずります

ご利用ください。
(９月26日現在で掲載)長野北社会保険事務所から

年金相談の受付時間のご案内

　年金記録確認に的確に対応するため、オンライン
システムの一部手直しが必要になり、作業が整うま
での間、相談時間は上記のとおりとなります。
ねんきんあんしんダイヤル

『０１２０－６５７８３０』は、これまでどおり
24 時間対応しています。

月曜日 ８：３０～１９：００
火曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５
第２土曜日 ９：３０～１６：００



期日／10月18日㈭
時間／午後２時～３時30分
会場／北部公民館
演題／「小児救急医療講座～上手
　　　　な病院へのかかり方～」
講師／北信総合病院小児科部長
        久保徹夫　先生
その他／託児は10月12日㈮までに
　　　　電話でお申し込み下さい

子育て講演会

保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所健康福祉課 ☎38-3111(PHS 6120）
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに9時～17時

日・祝日のみ )

　いつも笑顔の元気な男の子
で、ミニカーで遊ぶことが大好
きです。食べ物はケーキが大好
物。これから、やさしく、健康
な子に育ってほしいです。
　　（外谷靖・美緒さん　南宮）

外谷颯
そう

都
と

くん
（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成19年10月４日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

乳幼児健康診査予防接種
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

検診名 検 診日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

10月23日㈫ 19年６月生まれ

７か月
健　診 10月24日㈬ 19年２月生まれ

１　歳
６か月
健　診

10月26日㈮ 18年３月生まれ

２　歳
健　診 10月22日㈪ 17年９月生まれ

３　歳
健　診 10月25日㈭ 16年９月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日／10月23日㈫
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成19年６月生まれ
※３か月健診時に行います。

ポリオ ( 小児マヒ )
受付時間／午後１時～１時50分
< 中野保健センター >
10月15日㈪…日野、延徳、長丘、　
　　　      　科野、倭
　　16日㈫…平野
　　18日㈭…高丘、平岡
　　19日㈮…中野
 < 豊田保健センター >
10 月 17 日㈬…豊田地域
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児　（標
準）
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治ってから
　受けましょう。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン

接種済みの幼児も、第２期とし
て麻しん・風しん混合ワクチン
を接種できます。

※毎月実施していますので、接種
される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

育児教室
　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／11月１日㈭
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食につい
　　　て

　小児救急電話相談
「＃８０００」

ご利用ください

　お子さんの急な病気やけがの相談に対し、乳幼児・小児の医療相談
に経験豊富な助産師がアドバイスする「小児救急電話相談」を実施し
ています。
○電話番号　＃8000
※アナログ回線、携帯電話、ＩＰ電話の場合は
　☎０２６３（７２）２０００へ
○相談日時　毎日午後７時～ 11 時

平成19年10月号 30

  歯 周 病　～まわりの人が不快です～
　－歯を磨かないとむし歯になる－
　子どもの頃から何度も聞かされてきました。大人になって歯周病と
いう名前も聞くようになりました。むし歯、歯周病になると困るのは
自分だけ・・。そう思ってはいませんか。歯を磨かないと、むし歯、
歯周病のほかに口臭の原因にもなります。自分では気がつかなくても
周りの人が不快な思いをしているかもしれません。歯垢、歯周ポケッ
トから出る膿が悪臭のモトですから、歯周病の予防をすれば口臭の予
防にもなるわけです。それには歯磨きが一番です。お店には口の臭い
を消す商品が所狭しと並んでいますが、むし歯の穴につまった食べカ
スまではとれません。痛くなくて気がつかない穴があるかもしれませ
ん。入れ歯の人は、入れ歯のお手入れで口臭予防できます。
定期検診が大切です！【市の歯周疾患検診で、歯周病にかかっている
人の率　84㌫(平成18年度）】　　　　　       （協力：中高歯科医師会）



１　働く婦人の家だより
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中野市働く婦人の家
中野市三好町１丁目４番 27 号

電話　（0269）２２－２６９１（代）

有線　２０６９１（代）

ＨＰ　http://www.city.nakano.nagano.jp/

　　　city/fujin

印刷　高錦堂印刷所

働く婦人の家について
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、職業生活や家庭生活に
　関する相談を受けます。
◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場として、ご利用いただけます。

サークル活動を始めたい方、また、一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

仲 間 募 集 !!
ダンスサークル・セピアでは、正しいダンスを基本から一
歩一歩、先生のご指導を受け、姿勢を良くし、音楽のリズム
に合わせ、時の過ぎるのも忘れるひと時を過ごしています。
　健康な汗を流し、運動不足やストレスの解消をしながら、
大勢の仲間ができるとても素晴らしい趣味と思います。会員

キルト工房（パッチワークサークル）では、手縫いでタ
ペストリーやバック、小物を作っています。いっしょに手作

ＭＡクラブ、ＹＤＦエアロでは、エアロビクスを中心に
ヨガやチューブエクササイズを取り入れながら、楽しく体を
動かし、筋力ＵＰを目指しています。体験もできますのでお
待ちしています。

の中には、経験者も初心者も居り
ます。一度レッスンを見に来てく
ださい。お待ちしております。

活動日　毎週木曜日
時　間　午後１時 30 分～３時

活動日　第１・３月曜日
時　間　午後７時～９時

　ＭＡクラブ
活動日　毎週月・水曜日
時　間　午前 10 時 30 分～
　ＹＤＦエアロ
活動日　毎週月曜日
時　間　午後７時 30 分～

りの楽しさを実感してみません
か。温かな作品ができますよ。

19 年度前期講座の様子

　パッチワーク講座では、カテドラル
ウィンドウのクッションと手軽に持ち歩
ける裁縫道具を入れる巾着を教えてもら
いました。
　愛着のある作品ができあがりました。

　今年初めて開講したゆがみ改善体操講
座では、整体の先生から体のゆがみを改
善する体操を教えていただきました。自
宅でもできる簡単な体操でしたので、ぜ
ひ家でも続けてほしいと思います。



働く婦人の家だより　２

平成 19 年度 後期講座 受講生募集 !!

◎募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方。
◎受　講　料…無料。ただし、各講座の教材費は受講者負担です。
◎申 込 方 法 …10月15日夜７時以降、電話または直接来館してお申し込みください。
　　　　　　　定員になり次第締め切らせていただきます。

※各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家
中野市三好町１－４－２７

　講座やサークルの
申し込み・問い合わせ TEL 22-2691 有線 20691

（土・日・祝日を除く午後１時～午後 10 時）

講座名 日程・時間 定員 教材費 持ち物 内容

職
業
講
座

簿　　　記

( 勤青ホームと共催 )

11月６日から12回
毎週火曜日
夜７時から

６ 2,000円 筆記用具
電卓

就職に何かと役に立つ簿記資格。
まずは３級合格を目指して頑張りま
しょう。

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
１月22日から８回
毎週火曜日
夜７時から

16 500円 タオル１枚
簡単な体操と調整 (整体 ) を行い、全
身の筋力のバランスを整えながら強化を
して『正しい姿勢』へ！

ピラティス
11月 17日から６回

毎週土曜日
午前10時から

15 実費
ヨガマット
(バスタオル )
飲み物

おなかや骨盤周りを意識し、強化する
とともに、腰痛の軽減・予防や肩こり
の解消などの効果もあります。基本か
らしっかりと覚えましょう。

生
活
講
座

陶　　　芸
11月 28日から８回

毎週水曜日
夜７時から

16 1,500円 エプロン
ビニール袋

カップや湯のみ、急須などを教えてい
ただきます。自分だけのオリジナル作
品を作ってみましょう。

着　付　け
10月 31日から８回

毎週水曜日
夜７時から

12 実費

浴衣・肌襦袢・
腰紐・裾よけ・
半幅帯・伊達締
め・帯板
補正用タオル数
枚、クリップ

着付けの基本の浴衣から小紋まで教え
ていただきます。お正月に、着物で初
詣なんて素敵ですよね。

山野草いろいろ
10月 31日から５回
毎月第２水曜日
午後１時半から

12 実費 筆記用具
｢マイナーな植物達の紹介や実践｣ 野草
や雑草・自然に関するいろいろなお話を
していただきます。お正月の寄せ植えも
作ります。

実用書道＆ペン字
（勤青ホームと共催）

11月１日から10回
第１・３・５木曜日

夜７時から
８ 実費

書道道具一式
ボールペン
線の無いノート

人前で字を書くことは何かと多いもの
ですよね。そんな時自信をもって書け
るようになりたいですね。実用書道か
ペン字お好きな方をどうぞ。

茶道（裏千家）
11月１日から８回
第１・３・５木曜日

夜７時から
12 2,000円

ある方は、
ふくさ
扇子

薄茶の点てかた、飲み方、立ち居振る
舞い（お辞儀、ふすまの開け閉め）など、
基本から盆略手前・薄茶平点前を教え
ていただきます。

パッチワーク
11月１日から５回
第１・３・５木曜日

夜７時から
16

3,000円
(針と糸は
別)

らしゃばさみ
糸切りバサミ
ものさし
えんぴつ

ボータイの手提げバックを教えていた
だきます。素敵なバックを一緒に作っ
てみませんか。

単
発
講
座

上海小籠包作り
11月 17日
土曜日

午前10時から
16 500円 エプロン

中国出身の方から上海小籠包を教えて
いただきます。本場の味をぜひ教わっ
てみませんか。

そば打ち体験
11月 26日
月曜日
夜７時から

16 1,400円
エプロン
手ぬぐい

持ち帰り用の箱

たまにはお家で手打ちそばなんていか
がですか。５食分できますので持ち帰っ
てご家族でどうぞ。



　
昨
年
の
四
月
に
会
長
を
お
お
せ

つ
か
り
早
い
も
の
で
一
年
半
に
な

り
ま
し
た
。

　
無
事
に
会
長
と
し
て
職
務
を
追

行
で
き
る
の
も
、
委
員
各
位
ま
た

市
民
の
皆
様
の
「
ご
協
力
」
が
あ

っ
て
こ
そ
と
、
日
々
感
謝
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
農
業
は
輸
入
農

産
物
の
増
加
や
個
人
消
費
の
低
迷
、

価
格
競
争
に
よ
る
価
格
の
低
下
な

ど
農
業
経
営
に
関
わ
る
状
況
は
依

然
と
し
て
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
に

伴
う
遊
休
荒
廃
地
の
増
加
と
休
耕

地
が
増
え
る
ば
か
り
で
、
好
転
す

る
兆
し
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
見
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
様
な
中
、
七
月
の
新
潟
県

中
越
沖
地
震
は
中
野
市
に
も
多
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被

害
に
あ
わ
れ
た
農
業
者
ま
た
市
民

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
の
読
売
新
聞
に
東
北
六
県

の
知
事
が
第
三
回
東
北
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
「
東
北
の
食
」
を
テ

ー
マ
に
地
域
振
興
の
方
策
な
ど
を

議
論
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
に
寄
せ
て

会
長　
　

武  

田  

俊  

道

　
内
容
は
、
一
地
区
の
み
で
は
商

品
が
少
な
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
需
要

に
対
応
で
き
な
い
、
ま
た
コ
ス
ト

の
削
減
も
広
域
的
に
行
な
う
こ
と

で
可
能
と
言
っ
て
い
る
。
尚
且
つ
、

ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
材
、
Ｐ
Ｒ
、
販
売

先
の
確
保
等
全
て
効
果
的
に
進
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
言

っ
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
の
様
に

感
じ
ま
す
。
甲
信
越
四
県
が
今
年

か
ら
始
ま
っ
た
、
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
の

様
に
中
野
市
の
み
で
な
く
、
長
野

県
な
ど
広
域
で
行
な
う
こ
と
で
、

農
家
の
安
定
し
た
収
入
や
農
地
を

守
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
で
は
遊
休
荒
廃
地
を

五
年
で
ゼ
ロ
に
し
た
い
と
意
気
込

ん
で
い
る
が
、
果
た
し
て
今
の
国

の
施
策
で
可
能
な
の
か
ど
う
か
？

も
っ
と
現
場
農
業
者
の
声
を
反
映

し
た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
二
代

農
業
委
員
三
十
一
名
一
丸
と
な
っ

て
中
野
市
農
業
発
展
の
た
め
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　農業委員会だより

 農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間６０日以上農業に従事し、③６０歳未満の方―ならどなたでも加入できます。

――お問い合わせ・詳しい資料は、お近くのＪＡ、農業委員会へ――

Ｑ　老後生活への備えには何が大切ですか？　Ａ　家族一人ひとりの年金を！

　65 歳の農業者の方の平均余命は、男性で 22 年（87 歳）、女性で 27 年（92 歳）となっています。老後
生活に必要なものは、一に健康、二にお金、三に友達あるいは生き甲斐とも言われています。その中で
も長期にわたる老後生活に備えては生活の糧となる収入を確保しておかなければなりません。
　65 歳以上の夫婦２人が暮らすために必要な生活費は 26 万４千円、年額 317 万円となっています（平
成 15 年農林水産省農業経営動向統計）。農業者の皆さんが加入している国民年金の支給額は、40 年間の
加入で、１人年額 79 万２千円、月額約６万６千円。夫婦２人で月額約 13 万２千円です。国民年金だけ
では 13 万２千円の差があり、とても十分とはいえません。そのため、国民年金の上乗せ年金として、農
業者だけが加入できる農業者年金があります。農業者年金に加入してサラリーマン並みの年金を受け取
りましょう。

「よくわかる農業者年金」

平成 19 年 10 月４日
第 34 号

　老後生活への備えは人それぞれですが、年金は、仮に病気になって
働けなくなっても生涯を通じて決まった金額が決まった時期に受け取
れます。老後生活に備えては、家族一人ひとりの年金を充実すること
が堅実な選択肢といえるのではないでしょうか。



農
業
委
員
会　

行
政
視
察

　

坂　

本　

秀　

穂　

委
員

　
至
る
六
月
二
十
八
日
・
二
十
九

日
、
山
梨
県
韮
崎
市
農
業
委
員
会

と
の
研
修
会
議
と
Ｊ
Ａ
梨
北
新
府

共
選
場
の
視
察
、
次
に
山
梨
県
果

樹
試
験
場
で
研
修
し
、
次
の
日
は

北
杜
市
明
野
町
ミ
サ
ワ
ワ
イ
ナ
リ

ー
の
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
を
中
心
と
し

た
畑
及
び
醸
造
施
設
な
ど
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
初
日
の
韮
崎
市
農
業
委
員
会
で

の
研
修
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
り
の
話

が
あ
り
、
昔
か
ら
の
米
・
麦
・
養

蚕
を
主
体
と
し
た
農
業
か
ら
中
央

自
動
車
道
開
通
に
よ
り
近
郊
は
工

業
団
地
化
し
農
家
の
兼
業
化
が
進

む
現
在
は
施
設
園
芸
に
代
わ
っ
て

来
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

話
を
聞
く
中
で
地
域
の
立
地

条
件
を
生
か
し
、
一
区
域
だ
け
で

な
く
市
全
体
で
取
り
組
み
、
標
高

差
を
考
え
観
光
農
園
に
力
を
い
れ

各
農
家
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

収
入
が
あ
り
、
市
・
Ｊ
Ａ
等
の
連

農業委員会だより　２

市
長
と
の
懇
談
会

　

上　

原　

清　

作　

委
員

　
毎
年
一
回
行
っ
て
お
り
ま
す
市

長
さ
ん
と
の
懇
談
会
を
今
年
は
六

月
二
十
六
日
に
、
市
長
さ
ん
は
じ

め
経
済
部
農
政
課
・
売
れ
る
農
業

推
進
室
の
係
長
さ
ん
以
上
を
交
え

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
長
さ
ん
に
は
、
最
初
に
一
時

間
ほ
ど
市
政
全
般
に
つ
い
て
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら

懇
談
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
か
ら
、
今
農
業
が

抱
え
て
い
る
問
題
と
し
て
、

一
、
遊
休
荒
廃
地
の
放
任
樹
園
地

に
つ
い
て

○
　
遊
休
荒
廃
地
化
し
た
樹
園
地

　
か
ら
フ
ラ
ン
病
な
ど
病
害
虫
が

　
発
生
し
、
一
生
懸
命
耕
作
し
て

　
い
る
農
家
が
被
害
を
被
り
困
っ

　
て
い
る
。

二
、
獣
害
の
防
護
対
策

○
　
市
内
の
山
間
地
域
で
は
、
毎

　
年
猪
、
熊
、
鹿
等
の
獣
害
が
ひ

　
ど
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
何
と

　
か
目
新
し
い
対
策
は
無
い
も
の

　
だ
ろ
う
か
。

三
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

○
　
本
年
度
か
ら
五
年
間
の
国
の

　
施
策
で
あ
り
、
市
民
が
総
参
加

　
で
、
自
分
達
の
周
り
の
環
境
を

　
整
備
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
良

　
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

四
、
農
業
公
社
設
立
に
つ
い
て

○
　
公
社
に
よ
り
遊
休
荒
廃
地
が

　
減
り
、
中
野
市
農
業
の
発
展
に

　
な
る
な
ら
大
い
に
良
い
こ
と
で

　
は
な
い
か
。

　
以
上
四
点
ほ
ど
質
問
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。

　
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
行
政
側

の
課
長
さ
ん
係
長
さ
ん
方
か
ら
懇

切
丁
寧
な
回
答
を
頂
き
、
最
後
に

市
長
さ
ん
よ
り
色
々
問
題
は
有
り

ま
す
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
お
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
市
農
業
の
発
展
に
対
す
る

有
意
義
な
懇
談
会
に
な
り
ま
し

た
。

農業委員会だより

　

農
政
懇
談
会
の
様
子

山梨県での視察の様子



３　農業委員会だより

携
の
取
れ
た
取
り
組
み
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

　
果
樹
試
験
場
で
は
、
都
合
に
よ

り
入
れ
ず
別
の
所
で
果
樹
に
つ
い

て
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
山
梨
県
特
選
農
産
物
認
証

制
度
」
を
取
り
入
れ
、
試
験
場
で

改
良
し
た
優
良
品
種
を
各
果
樹
農

家
は
、
土
造
り
か
ら
始
め
肥
料
・

農
薬
等
徹
底
管
理
し
ブ
ラ
ン
ド
化

に
成
功
し
た
。

試
験
場
・
行
政
・
Ｊ
Ａ
・
果
樹

農
家
が
一
体
化
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
確
立
し
な
い
、
ま
た
そ
の

道
程
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
韮

崎
市
を
見
た
限
り
で
は
、
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
様
に
思
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
梨
北
新
府
共
選
場
で
は
、

休
日
の
中
私
達
の
た
め
に
概
要
説

明
を
丁
寧
に
し
て
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
も
米
・
麦
・
養
蚕
中

心
の
中
を
所
得
向
上
を
と
「
兼
業

農
家
」
に
は
な
ら
づ
に
、
四
地
区

で
構
成
さ
れ
た
県
営
も
も
生
産
団

地
を
形
成
さ
れ
、
畑
か
ん
・
共
選

場
・
一
斉
防
除
、
共
同
育
苗
・
各

園
地
の
土
壌
診
断
を
行
う
な
ど
、

営
農
集
団
組
織
を
昭
和
四
十
年
か

ら
実
施
し
、
団
結
の
固
さ
に
感
心

し
ま
し
た
。

　
次
の
日
研
修
視
察
は
、
北
杜
市

明
野
町
ミ
サ
ワ
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営

の
明
野
農
場
を
視
察
し
園
地
説
明

を
受
け
ま
し
た
が
、
前
日
の
桃
園

信
州
な
か
の
ふ
る
さ
と
体
験
塾
を
迎
え
て

　

市　

川　

志　

津　

委
員

　
八
月
四
日
、「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
」
か
ら
「
信
州
な
か
の
ふ

る
さ
と
体
験
塾
」と
名
称
を
変
え
、

都
会
よ
り
農
村
・
農
業
体
験
を
目

的
に
中
野
市
に
迎
え
て
都
市
交
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
大
人
、
子
供
あ
わ
せ

て
総
勢
三
十
九
人
で
中
野
市
を
訪

れ
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ソ
バ
の

種
ま
き
を
い
つ
も
の
場
所
、
長
丘

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
遊
休
荒
廃
農
地

で
行
な
い
ま
し
た
。

　
ソ
バ
の
種
を
蒔
く
場
所
は
、
こ

の
時
期
に
な
る
と
周
囲
の
草
丈
が

伸
び
る
の
で
、
綺
麗
サ
ッ
パ
リ
さ

せ
、
都
市
交
流
の
方
達
を
迎
え
よ

う
と
毎
年
農
業
委
員
が
草
刈
を
し

て
い
ま
す
。
十
一
時
三
十
分
か
ら

と
言
う
時
間
は
一
日
の
中
で
も
一

番
暑
い
時
間
帯
で
す
。
早
お
昼
を

農業委員会だより

済
ま
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
ビ
ー
バ
ー
や

鎌
を
持
っ
て
集
ま
り
、
エ
ン
ジ
ン

音
も
高
々
に
作
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。会

社
人
間
で
あ
れ
ば
、
定
年

を
迎
え
て
い
る
委
員
の
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
こ
は

現
役
農
業
を
や
っ
て
い
る
人
達
で

す
、
ビ
ー
バ
ー
さ
ば
き
も
見
事
な

も
の
、
若
い
農
業
委
員
も
事
務
局

員
も
炎
天
下
で
大
粒
の
汗
を
掻

き
々
々
奮
闘
し
、
自
分
の
背
丈
以

上
も
あ
る
草
を
綺
麗
サ
ッ
パ
リ
と

刈
り
終
え
ま
し
た
。

女
性
陣
は
と
言
え
ば
刈
っ
た

草
を
片
付
け
た
り
道
路
沿
い
の
空

き
缶
や
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
、
少
し

で
も
気
分
よ
く
中
野
市
を
感
じ
て

も
ら
い
た
い
一
心
で
あ
っ
ち
へ
行

っ
た
り
こ
っ
ち
へ
来
た
り
、
皆
同

じ
思
い
で
作
業
に
あ
た
っ
た
事
と

思
い
ま
す
。
一
時
過
ぎ
に
バ
ス
で

来
ら
れ
た
都
市
交
流
の
方
達
を
迎

え
て
、
農
協
青
年
部
も
委
員
も
一

緒
に
横
一
列
に
並
ん
で
ソ
バ
の
種

を
蒔
き
を
始
め
ま
し
た
。

子
供
も
大
人
も
物
珍
し
そ
う

に
、
又
楽
し
そ
う
に
思
い
思
い
に

種
を
蒔
き
、
蒔
き
終
え
て
か
ら
子

供
達
は
大
型
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
目
の
前
で
ス

プ
レ
ヤ
ー
の
実
演
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
り
大
喜
び
で
、
そ
の
様
な
姿

を
見
る
事
は
大
変
嬉
し
い
事
で
し

た
。

　
大
勢
の
団
体
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
影
の
力
と
な
っ
て
動
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
苦
労
も
大
変

な
事
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

ま
な
け
れ
ば
苦
労
や
大
変
さ
だ
け

が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
又
、
綺
麗
サ
ッ
パ
リ
の
草
刈
り

も
良
い
事
に
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
危
な
く
な
い
距
離
で
こ
の
暑

い
中
、
草
を
刈
っ
て
い
る
姿
を
見

て
も
ら
う
事
も
大
事
か
も
知
れ
な

い
…
ふ
と
そ
ん
な
事
を
思
い
ま
し

た
。

　
今
「
食
育
」
と
い
う
事
を
大
切

に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
会
の
子

供
も
田
舎
の
子
供
も
同
じ
で
す

が
、
自
分
の
食
べ
る
も
の
が
ど
の

様
に
育
て
て
い
る
の
か
自
分
の
目

で
見
な
け
れ
ば
、
安
心
出
来
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
の
役
は
、
ま
わ
り

の
大
人
が
十
分
に
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
で
す
。

今
回
ソ
バ
の
種
を
蒔
い
て
、

い
つ
ど
ん
な
花
が
咲
き
、
ど
の
様

に
ソ
バ
と
し
て
口
に
入
る
の
か
、

ど
の
位
の
人
が
わ
か
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
ソ
バ
の
実
が
パ
カ
ッ

と
割
れ
て
中
か
ら
ソ
バ
の
粉
が
い

っ
ぱ
い
出
て
く
る
…
そ
ん
な
ふ
う

に
思
っ
て
い
る
人
も
居
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

八
月
四
日
に
蒔
い
た
ソ
バ
は
、

今
は
見
事
に
生
え
そ
ろ
い
も
う
じ

き
白
い
花
が
咲
い
て
、
暑
か
っ
た

夏
に
別
れ
を
告
げ
私
達
に
涼
し
い

秋
風
を
運
ん
で
く
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ソ
バ
の
種
ま
き
の
様
子

同
様
、
傾
斜
地
で
立
地
条
件
が
良

く
作
業
効
率
が
上
が
り
管
理
が
行

き
届
き
、
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。

　
私
達
の
農
地
（
永
田
地
区
）
は

中
山
間
地
の
山
添
い
に
あ
り
九
割

以
上
が
兼
業
農
家
で
果
樹
園
の
一

部
は
雨
の
翌
日
は
Ｓ
・
Ｓ
の
消
毒

も
困
難
と
い
う
様
な
所
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
山
間
地
で
あ
り
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
荒
廃
農

地
が
こ
れ
以
上
進
ま
な
い
よ
う
に

私
達
農
業
委
員
が
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
行
い
実
態
把
握
し
、
発
生

防
止
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



　
　
　
農
業
委
員　

海
野
鐵
治

　
農
水
省
の
政
策
の
な
か
で
、
最

近
の
主
な
内
容
は
中
山
間
地
等
直

接
支
払
制
度
、
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
な
ど
の
事
業
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
で
中
野
市
が
行

な
っ
て
い
る
事
業
は
、
中
山
間
地

等
直
接
支
払
制
度
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

　
こ
の
事
業
は
、
共
同
で
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
集
落
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
、
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
に
は
ど
う
す
る
の
か
、
な
ど

農
村
・
農
業
振
興
に
寄
与
す
る
も

の
が
多
分
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
一
つ
の
例
で
す
が
、
農

業
委
員
会
と
し
て
、
農
村
・
農
業

の
振
興
政
策
を
真
剣
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

編
集

記
後

　
私
は
高
橋
家
に
嫁
ぎ
二
十
九
年

に
な
り
ま
す
。
三
人
の
子
供
に
恵

ま
れ
、
畑
が
好
き
で
し
た
の
で
、

三
人
の
子
供
を
連
れ
て
果
樹
栽
培

な
ど
に
清
を
出
し
て
来
ま
し
た
。

子
供
が
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
り

本
格
的
に
作
業
・
経
営
に
加
わ
り
、

自
他
共
に
高
橋
家
の
重
要
な
位
置

に
携
わ
っ
て
二
十
年
。

　
世
の
中
が
男
女
共
同
参
画
社
会

と
い
わ
れ
、
女
性
農
業
者
の
立
場

で
農
村
生
活
マ
イ
ス
タ
ー
と
な

り
、
ま
た
社
会
参
画
の
一
つ
と
し

て
、
農
業
委
員
の
立
場
で
学
習
を

す
る
機
会
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
農

業
委
員
を
受
け
入
れ
て
な
か
っ
た

ら
、
私
は
と
て
も
惨
め
な
農
業
人

生
を
送
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

…
と
思
う
位
多
く
の
事
を
学
び
ま

し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
今
年
か
ら
三
年

間
「
農
業
者
年
金
加
入
推
進
部

長
」
を
引
き
受
け
研
修
会
に
参
加

し
た
事
で
す
。
今
ま
で
出
産
以
外

入
院
し
た
事
の
な
い
私
は
、
老
後

の
生
活
な
ど
考
え
た
事
も
有
り
ま

せ
ん
、
又
長
男
が
家
業
を
継
ぐ
と

「
や
っ
と
気
付
き
ま
し
た
」

　

高　

橋　

美　

代　

子　

委
員

　
　
　

農
業
者
年
金
の
大
切
さ

約
束
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
老
後

は
安
泰
と
決
め
付
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
息
子
が
家
を
出
て
し

ま
い
、
そ
こ
か
ら
老
後
の
自
律
を

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
夫
は
二
十
歳
で
就
業
し
、
農

業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
十
三
年
の
大
改
革
時
に
農
村

の
中
で
の
制
度
の
不
信
感
が
募
り

脱
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回

の
研
修
会
で
は
年
金
に
対
す
る
不

安
、
心
配
事
な
ど
も
学
ん
で
き
ま

し
た
。

　
平
成
十
八
年
三
月
末
で
、
約

八
万
四
千
人
の
加
入
者
を
三
ヵ
年

で
十
万
人
に
す
る
事
を
目
的
と
す

る
研
修
会
で
は
、
新
制
度
に
よ
り

加
入
者
が
増
加
し
て
い
る
事
を
知

り
ま
し
た
。「
国
が
支
え
る
」「
安

心
が
大
き
く
な
る
」
担
い
手
積
立

型
農
業
者
年
金
、
こ
の
制
度
は
農

業
者
に
は
と
て
も
大
事
な
年
金
制

度
で
す
。
あ
な
た
は
加
入
す
る
資

格
が
あ
る
の
で
す
。

・ 

確
定
拠
出
型
で
破
綻
の
恐
れ
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

掛
け
金
は
全
額
控
除
で
、
節
税

　
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

・ 

認
定
農
業
者
に
は
、
国
か
ら
の

　
掛
け
金
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

・ 

不
評
だ
っ
た
「
経
営
移
譲
」
の

　
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

基
金
に
よ
る
運
用
益
も
三
十
㌫

　
以
上
…
…
…
な
ど
素
晴
ら
し
い

制
度
で
す
。

　
こ
の
４
つ
の
年
金
の
事
を
学
ば

な
か
っ
た
ら
、
今
ま
で
掛
け
る
余

裕
が
な
い
と
言
う
夫
の
言
葉
で
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
事
で
し
ょ
う
。
現

役
時
代
の
今
、
老
後
の
生
活
を
積

み
立
て
て
豊
か
な
農
業
人
生
だ
っ

た
と
笑
え
る
に
は
、
今
か
ら
積
み

立
て
て
も
遅
く
な
い
の
で
す
。
よ

り
多
く
の
農
業
者
に
、
こ
の
制
度

を
説
明
し
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
い
ま
す
。

農業委員会だより　４

農業委員会だより

　

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　

大
切
な
お
知
ら
せ

農
地
法
と
は
…
農
地
法
は
、
国
民

が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
食
料
を

生
産
す
る
農
地
と
、
生
産
者
を
守

る
た
め
の
法
律
で
す
。
そ
し
て
食

料
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
は
、

優
良
な
農
地
を
確
保
し
、
そ
れ
を

最
大
限
効
率
的
に
利
用
す
る
た
め

に
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
３
条
に
つ
い
て
…
農
業
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
農
地
を
買
っ
た

り
借
り
た
り
す
る
権
利
を
取
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
法
第
３
条
第
１
項　

農
地･

採
草
放
牧
地
を
売
買
、
賃
貸
借
及

び
使
用
貸
借
を
す
る
場
合
は
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
。
他
市
町

村
の
住
民
が
取
得
す
る
場
合
は
県

知
事
許
可
と
な
る
。

○
許
可
で
き
な
い
場
合(

法
第
３

　
条
第
２
項)

①
小
作
地
は
、
小
作
農
以
外
は
所

　
有
権
の
取
得
が
で
き
な
い
。

②
本
人
又
は
世
帯
員
が
す
べ
て
の

　
農
地
等
を
利
用
し
な
い
場
合
。

③
農
業
生
産
法
人
以
外
の
法
人
の

　
農
地
等
の
取
得
。
　
な
ど

第
４
条
に
つ
い
て
…
自
分
の
農
地

を
農
地
以
外
に
転
用
し
よ
う
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
法
第
４
条
第
１
項
　
自
分
で

自
分
の
農
地
等
を
農
地
以
外
に
す

る
者
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
。

○
許
可
で
き
な
い
場
合(

法
第
４

　
条
第
２
項)

　

①
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
農
地

②
①
に
掲
げ
る
農
地
以
外
の
農
地

　
で
集
団
的
に
存
在
す
る
農
地
、

　
そ
の
他
良
好
な
営
農
条
件
を
整

　
え
て
い
る
農
地
。

③
申
請
者
に
申
請
に
係
る
農
地
を

　
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
行
為

　
を
行
う
為
に
必
要
な
資
力
及
び

　
信
用
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い

　
こ
と
。

④
申
請
に
係
る
農
地
を
農
地
以
外

　
の
も
の
に
す
る
行
為
の
妨
げ
と

　
な
る
権
利
を
有
す
る
者
の
同
意

　
を
得
て
い
な
い
こ
と
。
な
ど

第
５
条
に
つ
い
て
　
農
地
を
農
地

以
外
に
転
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

農
地
法
第
５
条
第
１
項
　
第
三
者

が
、
農
地
等
を
農
地
等
以
外
の
も

の
に
す
る
場
合
は
県
知
事
の
許
可

が
必
要
。

○
許
可
で
き
な
い
場
合(

法
第
５

　
条
第
２
項)

（
法
第
４
条
第
１

　
項
と
考
え
方
は
同
じ
）
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~ 教養講座風景 ~
　今年度もホームの教養講座として、様々な講座を行ってきました。前期では
新たに、今流行のパワーヨガ講座を開講し大変好評でした。
　後期も様々な講座を行いますので、皆さん、ご参加ください。

後期からは、実用書道＆ペン字講座と
して湯本先生に指導していただきます。
お気軽に申し込みにおいで下さい。

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
講
座

書道講座

ボーリング交流会 　６/23
　例年行っているボーリング交流会を
今年は 6 月に行いました。当日は、男
女混合で 5 チームに分かれ、それぞれ
個人戦による２ゲームの合計スコアに
より、競い合いました。
　今年は参加人数が多く、皆で楽しく
交流を深められました。

スポーツ交流会　９/ １
　長野県内の他ホームとの交流会です。今年は、飯山市民
体育館、飯山市勤労青少年ホームにてワンバウンドふら
ばーるバレーという新競技を行いました。楽しいひと時を
過ごし、また交流が深まったと思います。

　　　　　　　　　　ＨＡＰＰＹ
　去る 7 月吉日、当ホーム利用者会長と伊那市利用者
の方の結婚式が盛大に執り行われました。お二人の出
会いは、な ･ なんとホームの交流会で。今回で２組目
です。そんな運命の出会いがあるかもしれないホーム
に貴方も来てみませんか？

~ 交流会風景 ~



　ちょうげんぼう　２

平成 19 年度 後期講座 受講生募集 !!
いずれの講座も初心者大歓迎!!お気軽にどうぞ!!

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年（概ね 30 代後半まで可）
◎申込方法…10 月 10 日以降随時、直接勤青ホームへお出かけのうえお申込みください（先着順）
◎経費…受講料は無料ですが、教材費とホーム利用者の会、後期会費 500 円は受講生の負担となります。
～お知らせ～
中野市勤労青少年ホームのＨＰ、利用者の会の活動やサークル活動等、掲載しておりますので、ぜひご
覧ください。　ホームページアドレスはこちら↓

http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

　　　　　　　お問合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
　　TEL 0269-22-2691（土・日・祝日を除く午後１時～午後 10 時）

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

　簿記 ( 婦人の家と共催 )

曜　日　火曜日　19:00 ～
　　　　11 ／ 6 ～　( 毎週 )
回　数　12 回　
教材費　2,000 円　定員　6 名
簿記検定3級資格取得程度。過
去、試験合格者います！経理の
基礎知識を学習し、転職･就職
に役立ちます。

　　 華道 ( 池坊 )

曜　日　火曜日　18:30 ～
　　　　10 ／ 23 ～ ( 第 1・3・5 週 )

回　数　10 回　
教材費　１万円　定員  12 名
個人指導で生け花の基礎から学
べます。四季折々の花に触れ、
日々の生活を彩り、心も癒しま
せんか。

　　 パワーヨガ

曜　日　水曜日　19:30 ～
　　　　10 ／ 24 ～　( 毎週 )
回　数　10 回　
教材費　実費　定員　20 名
体力に自信のある方募集!!普通
のヨガに筋肉トレーニングの要
素をプラス。肉体改造･スタイ
ル維持･メンタリティ強化を実践。

　かんたんエアロ

　　　　　　＆ピラティス

曜　日　木曜日　19:30 ～
　　　　10 ／ 18 ～　( 毎週 )
回　数　10 回　
教材費　実費　定員　20 名
エアロビクスは、有酸素運動。
ピラティスは、体に余計な負担
をかけず対幹部の筋肉を整えら
れます。

 ソフトバレーボール

曜　日　木曜日　19:00 ～
　　　　10 ／ 25 ～　( 毎週 )
回　数　10 回　
教材費　実費　定員  16 名
日頃の運動不足解消に。バレー
未経験者でも、少し練習すれば
楽しめます。寒い時期、体が温
まります。この機会に是非！

　　　 茶　道

曜　日　木曜日　19:00 ～
　　　　10 ／ 25 ～ ( 第 2・4 週 )

回　数　10 回　
教材費　2,500 円　定員 12 名
流派は裏千家。苦いお抹茶と甘
～いお菓子。伝統が織り成す
ハーモニー！
　――男性の方も大歓迎――

 ワールド・トピックス

曜　日　木曜日　19:00 ～
　　　　11 ／ 1 ～　( 毎週 )
回　数　10 回　
教材費　実費　定員  16 名
新規の講座です。日々世界で起こ
る事件や歴史上の人物を学び、ま
た、海外での生活にも役立つ基礎
知識を習得してみませんか！

　早いもので、前期講座が終わり後
期講座募集の時期となりました。私
も、ホームに勤め始めて数ヶ月…至ら
ない私を今後とも宜しくお願い致し
ます。
　ホームの講座の良いところはなん
と言っても受講料がタダなこと。その
うえ、異業種の人とも友達になれま
すし、県の交流会にでれば北信以外
の友達もできます。この機会に是非！

　　実用書道＆ペン字

　　  （婦人の家と共催）

曜　日　木曜日　19:00 ～
　　　　11 ／ 1 ～ ( 第 1・3・5 週 )

回　数　10 回　
教材費　実費　定員　8 名
ご祝儀袋など毛筆で書いてみま
せんか。チョット筆字は苦手と
い う 方 に は ペ ン 字 も 指 導 致
します。
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ⅠiAX O269－26－2342

生きがいづくり講座「絵手紙教室」より

季
節
の
コ
ラ
ム

す
ず
め
追
い

今
年
も
か
か
しう
れ
し
顔

秋
風
に
吹
か
れ
て
、
黄
金
の
稲
穂
が
波
打
ち

収
穫
の
時
を
待
っ
て
い
る
。

収
穫
が
終
っ
た
水
田
の
案
山
子
た
ち
は

今
年
も
無
事
に
仕
事
が
で
き
て

心
持
ち
う
れ
し
顔
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

最
近
は
、
収
穫
の
時
期
が

早
く
な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
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今月号の

豊香北中
ロ部群央

祝
∃
n
■
∃
］

［
一

の
文
化
祭
．
腑

普
…
＝
芸
芝
…
…
…
：
…
－
≠
・
…
…
・
＝
ざ
寿
ぎ
手
写
華
厳

∴二十十、

江
戸
検
定
、
京
都
検
定
な

ど
地
域
の
歴
史
、
文
化
を
取

り
上
げ
た
民
間
の
試
験
が
大

流
行
。
テ
キ
ス
ト
本
が
売
ら

れ
、
試
験
に
は
全
国
か
ら

1
万
人
以
上
が
挑
戦
す
る
ら

し
い
。
そ
こ
で
、
我
が
文
化

な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、

1
1
月
号
の
紙
面
で
会
独
自
の
「
中
野
検

定
初
級
編
」
を
実
施
す
る
予
定
と
な
り
、

た
だ
今
、
各
地
域
の
委
員
が
問
題
を
作

成
中
で
す
。

中
に
は
こ
ん
な
問
題
が
…
「
高
社
山

と
斑
尾
山
、
斑
尾
の
方
が
高
い
？
一

皆
さ
ん
、
簡
単
で
す
よ
ね
。
正
解
は
斑

尾
山
で
す
。
北
信
五
岳
に
挙
げ
ら
れ
る

山
だ
か
ら
想
像
に
難
し
く
な
い
で
す
が
、

注
目
は
そ
の
差
。
両
山
は
た
っ
た
3
0
m

し
か
違
わ
な
い
な
ん
て
驚
き
で
す
。

問
題
作
成
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
資

料
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
ん
な
小
さ
な

町
に
も
か
か
わ
ら
ず
江
戸
や
京
都
に
劣

ら
な
い
劇
的
な
歴
史
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

知
っ
た
上
で
遺
産
や
自
然
を
み
る
と
、

想
像
力
は
時
間
を
超
え
て
広
が
り
ま
す
。

中
野
市
で
も
ナ
ウ
マ
ン
像
が
か
っ
歩
し

て
た
な
ん
て
想
像
で
き
ま
す
か
。

し
か
し
、
時
に
は
難
問
に
突
き
当
た

り
ま
す
。
中
野
市
民
に
は
当
た
り
前

の
「
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ー

ン
シ
ョ
ン
」
の
御
天
領
締
め
。
し
か
し
、

そ
の
ル
ー
ツ
が
不
明
。
ネ
ッ
ト
検
索
で

も
中
野
以
外
で
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
ど

な
た
か
ご
存
知
の
方
、
教
え
て
下
さ
い
。

（川）

可　文化なかの／07．10



真田廣
期　間

11月10日（土）

～11日は）
午前9時～午後5時30分

会　場

野帝中央公民館

入場無料　＿．ノ

＜今年度の出品団体（順不同）＞

中野華道会

書道如水会

書道信墨会

書道綬陽会

下高井美術同好会

絵画一光会

日本画あゆみ会

中野俳句会

）中野短歌会

高社短歌会

萌芽会

中野おもと愛好会

フォトサクラ

●同時開催●

勤労青少年ホーム作品展

働く婦人の家作品展

「中野市総合文化祭」は、中央公民
館に事務局を置く中野市文化芸術協
会に加盟している芸能・芸術の団体
が日ごろの成果を発表する場です。
内容は、芸能吾即ヨ32団体の「芸
能祭」、展示部門13団体の「文化展」
に分けて開催しています。

真
相
祭

暮田祭
日　時

10月21日（u）
午前9時問囁
午前9時30分阿波

会　場

辱自由・入場舞粁

＜今年度の出演団体（出演順）＞

中野青年合唱団

中野ハーモニカ愛好会

中野市落語研究会

中野市演歌愛好会・中野市歌謡愛好会

照洲吟道会

中野民踊を楽しむ会

白鳥バレエ学園中野教室

中野雅拡会

スタジオY

藤華水恵の会

中野民謡会

花房流中野教室

花鈴会

聖風流中高吟剣詩舞道会

ことの音会

玉洲流玉錦会

日本民謡浅間会長野県支部

中野民謡愛好会

藤華水美会中野教室

善謡会

中村流中扇会

清勧会中野支部

高社観世流謡曲連合会

ナチュラルムーブメント3－2－1中野教室

日本民謡志なの会

‾彗



◆豊田公民館◆

算3回
豊田公民館文化祭

●作品展示●
地域の皆さんの力作が勢ぞろい

期間10月26日（金）～28日（日）

午前9時～午後8時

（28日は午後2時まで）

場所　豊田文化センター全館

内容　量井・永田小学校児童の作

品展示（絵画ほか）、絵画、生け

花、木彫、写真、水墨画等の作品

展示

●映画鑑賞会●

最新の話題作2作品を一挙上映日

日時10月27日（土）

第1部：午後3時30分～

午後5時15分

第2部：午後7時～

午後9時25分

場所　豊田文化センターホール

内容　第1部「ゲゲゲの鬼太郎」

（出演：ウェンツ瑛士はか）

第2部「硫黄島からの手紙」

（出竜寅：渡辺謙ほか）

●音楽芸能発表会●

合唱、踊りなど様々な音楽・芸能

を披露

日時10月28日（日）

午前9時～

場所　豊田文化センターホール

内容　舞踊、合唱、ダンス、ハー

モニカなどの活動発表

萄
畜文化なかの／07．10

◆西部公民館◆

第17回

西部公民館文化祭

●作品展●
地域の皆さんなどの作品が皆様を

お出迎え

期間11月10日（土）～11日（日）

午前9時～午後4時30分

場所　西部公民館全館

内容　小中学校児童・生徒作品、

地域の皆さんの応募作品、サーク

ル・団体の作品、西部公民館講座

受講生作品（写真、生け花、アレ

ンジフラワー、藤工芸、陶芸、押

し絵、絵手紙など）の展示

●映画上映会●

放浪の天才画家、山下清の生涯を

限りない感動とあふれるユーモア

で描く心の名篇

日時11月10日（土）午後6時30分～

場所　西部公民館多目的ホール

内容　山下清物語「裸の大将放鯨租

●芸能発表会●

多種多彩な演目で会場は大賑わい日

日時11月11日（日）午後から

場所　西部公民館多目的ホール

内容　地域のみなさんの（コーラ

ス、詩吟、歌謡、舞踊、空手など）発

表、利用団体・サークルの皆さん

の（子どもと大人のジャズダンス、

ヒップホップダンス）発表、本田雅

瑞慧さんと小中学生の琴演奏など

●点前茶席●

一期一会の会の皆さんと子どもたちが

ご来場の皆様にお抹茶でおもてなし！

日時11月11日（目）

午後1時30分～午後4時

場所　西部公民館教養重

フリーゾーン

●安源寺子ども会の花展●

安源寺子ども会のみなさんの花が

玄関前でお出迎え！

日時11月10日から11日まで

◆北部公民館◆

第21回

北部公民館文化祭

●作品展●
見事な作品をご鑑賞ください！

期間10月27日（土）～28日（目）
午前9時～午後4時

場所　北部公民館全館

内容　長丘地区展（長丘小学校児

童の作品展示、長丘地区住民の作

品展示）、のぞみの郷高社作品

展、北部公民館利用グループの作

品展（生け花、陶芸、水彩画、パ
ッチワークほか）、北部公民館講

座受講者作品展（絵手紙、子ども

陶芸・藍染めはか）、地域住民・

団体の応募作品の展示

●ビデオ上映会●
日時10月27日（土）午後2時～

場所　北部公民館　講堂

内容「チャーリーとチョコレー

ト工場」（予定）

●芸能祭●
多種多様な芸能が一堂に集結日

日時10月28日（日）午後1時～

場所　北部公民館講堂

内容　倭小学校6学年の合唱と詩

の朗読、高社中学校吹奏楽部によ

る演奏発表、その他、舞踊、落

語、民謡など、地域グループ・サ

ークルの活動発表

●フリーマーケット●

科野児童クラブが出店します！

日時10月28日（日）午前9時～

場所　北部公民館駐車場

※その他、青空市場（野菜、果

物、菓子等の販売）、科野郵便局

臨時出張所による記念切手の販売

などがあります。



錆
は
戯
薗
少
子
高
齢
化
の
た
め
、
七
十
歳

以
上
の
お
年
寄
り
が
四
十
名
で
、

普
代
区
は
、
中
野
市
の
東
側

に
位
置
し
、
東
山
公
園
の
春
の

桜
の
頃
に
は
、
市
民
の
花
見
の

名
所
と
し
て
有
名
で
す
。
土
人

形
資
料
館
に
は
、
全
国
か
ら
の

見
物
客
が
訪
れ
ま
す
。

区
の
戸
数
は
六
十
数
軒
で
、

普代分館
小
中
学
生
は
三
、
四

名
程
の
人
口
割
で
す
。

分
館
事
業
は
、
区

と
の
共
同
開
催
が
主

で
、
事
業
計
画
も
区

役
員
会
の
了
解
を
得

て
行
わ
れ
ま
す
。
シ

ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
の

参
加
者
も
、
主
に
区

の
役
員
で
構
成
し
、
十
七
名
程

の
協
力
を
得
て
、
実
行
さ
れ
ま

し
た
。
三
十
四
回
の
内
、
参
加

出
来
な
か
っ
た
の
は
二
回
程
で
、

参
加
率
は
大
変
良
い
普
代
連
で

す
。分
館
役
員
は
、
区
民
の
皆
様

の
、
参
加
し
て
い
た
だ
く
為
の
、

雑
用
係
と
な
っ
て
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

普
代
分
館
長
　
市
川
　
博
三

ふ
さ
子
と
の
歴
史

普
代
地
区
、
東
山
の
如
法
寺

大
悲
閣
観
音
堂
や
弘
法
堂
周
辺

に
は
、
多
数
の
石
造
物
が
散
在

す
る
。
そ
の
中
に
四
国
八
十
八

の
道
場
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

寺
に
は
様
々
な
仏
が
ま
つ
ら
れ
、

宗
派
を
問
わ
ず
お
参
り
さ
れ
る

人
び
と
の
願
い
が
成
就
さ
れ
る

信
仰
の
場
で
も
あ
る
。

し
か
し
遍
路
の
旅
に
出
た
い

の
あ
る
場
所
へ
四
国
の
霊
場
を

移
す
こ
と
で
あ
る
。
「
新
四
国
」

と
は
　
「
本
四
国
」
　
に
対
す
る
も

の
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
庶
民

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
ば
で
あ
る
。

ヶ
所
霊
場
に
な
ぞ
ら
え
た
仏

像
や
仏
名
、
新
四
国
第
何
番

な
ど
と
書
か
れ
、
中
に
は
造

立
者
の
人
名
や
道
立
年
度

が
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
造
立
年
度
は
天
保
大
飢

普
代
地
区

東
山
の
観
音
霊
場

篠
ノ
井
塩
崎
、
長
谷
寺

の
参
道
に
は
全
国
の
観
音

霊
場
境
内
の
、
小
石
を
集

め
た
「
霊
場
御
砂
踏
場
」
が

あ
る
。
こ
れ
を
踏
む
こ
と

に
よ
り
霊
場
を
巡
っ
た
と

饉
（
四
～
八
年
）
後
の
農
村
が

荒
廃
し
て
い
た
時
期
の
同
一
四

年
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

霊
場
を
め
ぐ
る
四
国
遍
路
の

旅
は
、
弘
法
大
師
と
共
に
身
心

を
鍛
え
、
八
十
八
の
煩
悩
を
転

じ
て
悟
り
の
境
地
を
得
る
修
業

と
望
ん
で
も
で
き
な
い
人
も
多

い
。
と
く
に
距
離
的
に
遠
い
中

野
周
辺
の
庶
民
が
四
国
へ
出
か

け
る
と
な
る
と
大
変
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
霊
場

と
し
て
の
自
然
条
件
を
備
え
、

か
つ
立
派
な
観
音
堂
や
弘
法
堂

同
じ
利
益
が
あ
る
と
い
う
。
東

山
の
新
四
国
の
碑
造
立
の
際
に

も
、
何
か
そ
れ
に
似
た
こ
と
が

な
さ
れ
て
い
た
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

松
沢
　
邦
男
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二
十
　
十
．
キ
十
二

4

は
－
も
に
－
ま
ま

は
ー
も
に
ー
ま
ま
は
　
「
家
事
育

児
に
追
わ
れ
て
、
家
で
く
す
ぶ
っ

て
い
る
マ
マ
達
が
ス
ト
レ
ス
発
散

で
き
る
－
二
　
「
慌
し
い
日
々
の
中

に
あ
っ
て
も
、
潤
い
の
有
る
時
間

を
過
ご
そ
う
！
」
　
と
い
う
思
い
で

結
成
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

で
す
。
で
す
か
ら
最
大
の
特
色
は

子
育
て
真
っ
最
中
！
毎
日
奮
闘
中

の
マ
マ
達
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

∪
過

躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
J

I
P
O
P
か
ら
正
統
派
の

唱
歌
、
聖
歌
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

年
に
数
回
有
る
発
表
の

機
会
を
励
み
に
、
ま
た
活

動
を
理
解
し
て
支
え
て
く

れ
る
家
族
に
感
謝
し
っ
つ

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

心
を
こ
め
て
、
大
き
な

声
で
歌
う
と
、
不
思
議
と

体
の
中
か
ら
元
気
が
涌
い

て
き
ま
す
。
マ
マ
が
元
気

だ
と
、
家
庭
も
明
る
く
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
健
康

に
は
も
ち
ろ
ん
、
美
容
に

も
歌
は
と
て
も
効
果
的
な

の
で
す
♪

毎
週
金
曜
日
の
午
前
1

0
時
か
ら

お
昼
頃
ま
で
、
松
崎
淳
子
先
生
の

指
導
の
も
と
練
習
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
中
央
公
民
館
音
楽
室
。
随

時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
見
学
に
お

こ
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。（
代
表
近
藤
）



「
旬
を
撮
り
、
瞬
を
写
す
」
　
1
カ
メ
ラ

シ
ョ
ッ
プ
に
集
う
　
「
写
実
が
好
き
、
カ
メ

ラ
が
好
き
、
撮
影
が
好
き
」
　
と
い
う
江

口
弘
光
会
長
は
じ
め
二
十
名
の
仲
間
た

ち
。
或
る
者
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
こ
だ
わ

り
、
或
る
者
は
ス
ラ
イ
ド
フ
イ
ル
ム
の
微

妙
な
露
出
を
追
求
し
、
ま
た
或
る
者
は
大

判
写
実
以
外
は
目
も
く
れ
ず
、
と
多
彩
で

個
性
派
揃
い
の
面
々
で
す
。
猿
だ
け
を
撮

る
、
雲
し
か
撮
ら
な
い
、
朝
焼
け
・
夕
焼

け
が
ほ
と
ん
ど
、
と
独
自
の
視
点
か
ら
被

写
体
を
追
い
続
け
る
マ
ニ
ア
が
多
い
の
も

自
由
な
写
真
ク
ラ
ブ
と
い
わ
れ
る
所
以
で

す
。国
際
的
な
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
を
得
た
者
や
、
種
々
の
写
実
コ
ン
ク

取
っ
た
作
品
を
揃
え
た
作

品
展
を
1
2
月
3
日
（
月
）
～

1
7
（
月
）
ま
で
陣
屋
県
庁
記

念
館
で
行
い
ま
す
。
是
非
、

ご
覧
に
お
い
で
下
さ
い
と

の
こ
と
。

一
緒
に
四
季
の
移
ろ
い

を
楽
し
み
な
が
ら
撮
影
会

に
参
加
し
た
い
方
、
フ
イ

ル
ム
写
真
・
デ
ジ
タ
ル
写

真
の
奥
義
を
深
め
た
い
方
、

そ
し
て
会
員
に
な
り
た
い

方
、
気
軽
に
連
絡
下
さ
い

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

（
小
田
切
一
美
・
缶
2
2

－
5
7
2
6
ま
で
）

（
H
・
K
）

嶺藍蔓準星」含有助民芸紆

編
集
委
員

だ
よ
り

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

「
旬
」
を
紹
介
し
ま
す

季
節
感
の
あ
る

「
旬
」
　
を
写
し
、
「
一
瞬
」
　
を
切
り

ー
ル
に
入
選
し
、
密
か
に
　
「
プ
ロ
」
を
目
指
す
会
員

が
い
た
り
、
現
役
の
写
真
学
校
の
学
生
会
員
が
い
た

り
と
、
文
字
通
り
「
多
士
済
々
で
秀
逸
な
ク
ラ
ブ
」
。

中央公民館から
へ～トへ“一〉、一ノー、、＼一、Lh〉〈ん〉

■歴史講座

「上杉家臣団の中の北信武士の動向」

武田信玄（晴信）の北信侵入以来、当地方の武士は、
保身を図って武田方あるいは上杉方に走りました。

本講座では、上杉氏の傘下に入った北信武士の動向

について学んでいただきます。

日　時11月8日、22日、29日　いずれも木曜日

（全3回）午後7時から

場　所　中央公民館　講堂（三階）

講　師　中世地域史研究者・法政大学史学会評議員

湯本軍一先生　　定　員　70名程度

受講料・申込み　　不要

お問合せ及び　中野市中央公民館
申　込　み　先　昏22－2691㈲20691

琶・文化なかの／07．10

◆
◆
◆
、
し
、
ヾ
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

ノ〃〆一一一ノバ〆イ川〉一一一‾一■〉

豊田公民館から

■チャレンジ子ども教室

「バードウオッチングj

中野市にはどんな冬の鳥がいるのかな？名前や鳴声

などを覚えて鳥博士になろう。

日　時11月4日（目）午前10時～午後1時

場　所　豊田文化センター　集合

講　師　出野　富永　先生

定　員　小中学生20名　　　参加料　無料

持ち物　歩きやすい服装、おにぎり、

水筒、双眼鏡（持っている人）

申込み10月29日（月）まで

お聞合せ及び　中野市豊田公民館
申　込　み　先　℡38－2922
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国際交流の集い
各国の料理や異文化を体験し石みませんか

願日　時10月14日（日）
午後2時～4時30分

央　　舘　階講堂
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●ブラジル、中国、フィリピン、タイ、韓国出身の皆さん。

●中央公民館日本語教室ボランティア、なかのフレンドシップクラブ、

中野日中友好協会の皆さん。
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